
ゆなちゃんの初節句
（3月　大刀洗校区）
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総額 78億円　一般会計 52億 227万円
平成 23 年 3 月定例議会で成立した平成 23 年度予算について、お知らせします。

一般会計予算額は、52 億 227 万円で、前年度に比べ 1.2% 増となっています。町民一人あたりに換算すると

33 万 6,237 円となります（平成 23 年 2 月末住民基本台帳人口 15,472 人で算定）。

歳入（図１）では、町税はほぼ前年並みとなる見込みで、地方交付税は国の予算増額確保による増加の一方、臨時

財政対策債は減少の見込みです。なお、前年度に引き続き積立基金からの繰入れはありません。

町が自主的に収入することができる自主財源の比率は 32.4% で、自主財源のうち町税が約 80% を占めています。

国や県から交付される補助金・交付金及び町債などの依存財源の比率は 67.6% で、そのうち約 54% を地方交付

税が占めています。

歳出では、子ども手当及び障害者自立支援給付費等の社会保障関係経費が大幅に増加していますが、町単独で実施

する事業を中心に事業内容及び経費の見直しを行い、歳出を抑えています。

目的別（図 2）では、福祉関係の経費である民生費が最も多く、次いで総務費、公債費となっています。

性質別（図 3）では、人件費や扶助費などの義務的経費が 51.8%、普通建設事業費に災害復旧事業費を加えた投

資的経費が 5.1%、その他の経費が 43.0% となっています。

なお、平成22年度末の一般会計町債残高は50億4,398万円、積立基金残高は29億5,672万円となる見込みです。

厳しい財政状況の中で限られた財源を有効に活用するため、必要性・緊急性・費用対効果等の観点から厳しく選択し、

必要な施策に配分した予算としました。予算執行にあたっては、徹底して経費節減に取り組み、財政健全性の維持に

努め、町の将来像である「自らが守り育てる豊かで活力あるたちあらい」の実現に向け、事業を進めてまいります。
※表示単位未満を四捨五入していますので、合計と一致しない場合があります。

23 年度 22年度 増減額 前年度比

一般会計 52 億 227 万円 51 億 4,025 万円 6,201 万円 1.2%

特
別
会
計

国民健康保険 16 億 9,375 万円 16 億 9,004 万円 371 万円 0.2%

土地取得 423 万円 477 万円 △ 54 万円 △ 11.3%

診療所 1 億 734 万円 1 億 979 万円 △ 245 万円 △ 2.2%

老人保健 ( 会計廃止 ) 26 万円 △ 26 万円 皆減

下水道 6 億 8,936 万円 7 億 1,540 万円 △ 2,604 万円 △ 3.6%

後期高齢者医療 1 億 5,241 万円 1 億 7,081 万円 △ 1,840 万円 △ 10.8%

特別会計合計 26 億 4,710 万円 26 億 9,108 万円 △ 4,398 万円 △ 1.6%

全会計合計 78 億 4,936 万円 78 億 3,133 万円 1,804 万円 0.2%

平成23年度大刀洗町の予算

H23.4 広報たちあらい 2



（一般会計の状況）
○歳入　( 図 1)

○歳出
（目的別）　（図 2）

( 性質別 )　（図 3）

項目 対前年度比 主な要因

町税 0.1%
町民税 ( 個人 ) の減少、たばこ税
率改正による増加

地方交付税 4.3%
国の地方交付税予算増額確保に
よる見込み

国県支出金 2.6%

障害者自立支援給付金、私立保
育所運営費負担金、子ども手当
負担金、子宮頸がん等ワクチン
接種補助金、緊急雇用創出事業
補助金等の増加

町債
（うち臨時財
政対策債分）

△ 23.7%
（△ 24.5%）

臨時財政対策債発行可能額の減少

譲与税 ･ 交付金 △ 4.7% 景気低迷による税収等減

項目 対前年度比 主な要因

民生費 5.4%
障害者自立支援給付費、子ども
手当、国保及び後期高齢者医療
保険特別会計繰出金等の増加

総務費 9.5%
住基法改正による外国人登録対
応委託料、防犯灯設置事業、町議・
町長選挙実施による増加

公債費 △ 6.2% 元利償還金の減少

土木費 1.9% 町単独工事費の増加

教育費 △ 4.5% 史跡整備工事費等の減少

衛生費 5.0%
子宮頸がん等ワクチン接種委託
料等の増加

農林水産業費 △ 29.1% 事業費の減少

商工費 37.5%
緊急雇用創出事業、ふるさと雇
用再生事業の増加

項目 対前年度比 主な要因

人件費 △ 2.1% 退職者増による正規職員の減少

公債費 △ 6.2% 元利償還金の減少

扶助費 18.1%
障害者自立支援給付費、子ども
手当、私立保育所運営費の増加

普通建設事業費 △ 27.3% 事業完了等による工事費の減少

繰出金 0.7% 特別会計への繰出金の増加

物件費 11.6%

委託料 ( 住基法改正による外国人
登録対応、子宮頸がん等ワクチ
ン接種、地域づくり推進指導員
育成等 ) の増加

補助費等 △ 1.1% 事業完了等による補助金の減少

問合せ先 企画財政課財政係　☎７７－０１７３（内線１１０、１１１）
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（☆は新規事業　◇は 22 年度繰越事業）

児童生徒の学力向上を目指し、特別講座を行います

運動公園テニスコートの人工芝張替を行います

新しい町勢要覧を作成します

「平成 22 年度 3 月補正予算」
　一般会計予算に1億 5,786万円を追加補正し、
歳入歳出予算の総額はそれぞれ57億 8,093万円
となりました。
主な事業（繰越分を除く）	 ( 単位 : 万円 )
・教師用指導書 (小学校新学習指導要領用 )	 540
・学校図書館図書及び書架購入	 642
・全国大会出場助成 (Jr. ソフトテニス )	 11
・竹伐採処分業務委託 (下高橋官衙遺跡 )	 70
・畜産振興総合対策補助 (機械購入 )	 43
・テレビ買替 (校区センター等地デジ化 )	 45
・庁舎会議室エアコン取替工事	 256
・東北地方太平洋沖地震災害見舞金	 300

平成 23年度計画事業 (一般会計分 ) 予算額 (万円 )
①心豊かな未来を拓くまちづくり
　住宅用太陽光発電システム設置推進事業 300 
　防犯灯整備事業 3,360 
　消費者行政推進事業 77 
②自然を愛する住みよい生活空間のまちづくり
　道路改良事業　　　( 当年分 6,800、繰越分 1,300) 8,100 
　橋りょう長寿命化計画策定事業 400 
　定住促進補助金交付事業 603 
③健康で安心して暮らせる明るいまちづくり
　子宮頸がん等ワクチン接種事業 1,698 
　女性特有のがん検診推進事業 231 
　妊婦健康診査事業 1,370 
　乳児家庭全戸訪問事業 40 
☆子ども巡回相談事業 53 
　自殺予防対策事業 36 
　生活機能評価健診事業 87 
☆健脚度測定事業 34 
　学童保育所管理運営事業 1,714 
　子育て支援センター事業 806 
☆児童虐待防止対策事業 94 
　保育士再就職支援事業 269 
④個性と潤いのある文化のまちづくり
　同和問題啓発強調月間及び人権週間啓発事業 881
☆学力向上推進事業 252 
　小中学校特別講座事業 220 
　小学校少人数学級教員配置事業 432 
　小中学校ティームティーチング事業 676 
　コンピュータリテラシー教育事業 252 
☆学校遊具補修事業 315 
　学校給食調理改善事業 460 
◇学校図書館図書検索システム整備事業 620 
◇菊池小学校耐震及び大規模改造事業 17,079 
☆本郷小学校大規模改造事業 ( 設計等委託 ) 1,446 
　青少年学校外活動事業 214
☆中央公民館及びドリームセンター設備補修事業 544 
◇町立図書館図書検索システム整備事業 273 
　子どもの読書活動推進事業 114 
　町民体育大会及びひばりマラソン大会開催事業 225 
◇運動公園テニスコート芝張替事業 1,640 
　下高橋官衙遺跡整備事業 3,800 
⑤農業と商工業が調和した活力あるまちづくり
　土地利用型農業育成事業 ( 大豆集積助成 ) 880 
　園芸産地育成事業 ( 園芸ハウス建設等 ) 496 
　水田農業担い手機械導入事業 300 
　農地 ･ 水 ･ 保全管理支払事業 1,155 
　小企業等経営改善資金利子補給事業 50 
　地域特産・観光開発事業 286 
⑥地域力を発信するまちづくり
　筑後フェスティバル事業 82 
　ドリームまつり開催事業 371 
☆地域づくり推進指導員育成事業 1,260 
◇校区センター空調・放送設備設置事業 500 
　男女共同参画推進事業 36 
⑦自立可能な町政への転換
☆町勢要覧作成事業 136 
　住民基本台帳法改正対応委託事業 1,130 
☆戸籍総合システム更新事業 577 
　職員人材育成事業 ( 研修等 ) 607 
◇庁舎耐震診断委託事業 1,285 
◇書庫新築事業 3,940 

日常生活での移動動作を測る健脚度測定を実施します
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「
広
報
た
ち
あ
ら
い
２
月
号
」
や
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
平

成
23
年
度
か
ら
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃

止
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
納
付
書
の
発
送
方
法

や
、
口
座
振
替
に
つ
い
て
の
変
更
点
等
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１ 

納
付
書
は
１
年
分
４
枚
ま
と
め
て
送

付
し
ま
す

町
県
民
税
と
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
は
納
付
書
を
期
別
ご
と
に
送

付
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
納
付

書
を
１
期
か
ら
４
期
ま
で
の
４
枚
ま
と

め
て
送
付
し
ま
す
。

納
付
書
は
個
人
で
管
理
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
限
ま
で
に
納
税
し
て
く
だ
さ

い
。た

だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
は
月
割

り
課
税
で
、
変
更
が
多
い
の
で
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
１
期
ず
つ
郵
送
い
た
し
ま

す
。

２ 

口
座
振
替
の
変
更
に
つ
い
て

現
在
、
口
座
振
替
の
「
全
期
前
納
」

で
登
録
し
て
い
る
方
は
、
前
納
報
奨
金

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ま
ま
継
続
が

可
能
で
す
。

口
座
振
替
の
変
更
は
、
納
期
月
の
前

月
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

３ 

口
座
振
替
の
新
規
申
込
に
つ
い
て

●
申
込
方
法

町
税
の
納
税
通
知
書
、
預
・
貯
金
通
帳
、

通
帳
の
届
出
印
を
持
参
の
上
、
税
務
課
・

支
所
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
の
注
意
点

申
込
み
を
受
付
し
た
月
の
翌
月
以
降

か
ら
振
替
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
は
納
付
書
払
い
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
残
高
不
足
等
で
口
座
振
替
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
再
振
替
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
後
日
送
付
す
る
「
口
座

振
替
不
納
通
知
書
兼
納
付
書
」
を
使
用

し
、
現
金
に
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課
徴
収
係

☎
７
７
・
０
１
７
２

(

内
線
１
４
１)

● 新築住宅の固定資産税減額措置を終了します
　　平成１９年1月2日から平成２０年1月1日までに新築された適用条件を満たす住宅と、平成
１７年1月 2日から平成１８年1月 1日までに建築された3階以上の中高層耐火構造住宅のそ
れぞれ3年間と5年間、120㎡部分について1/2の減額課税を行っていましたが、平成２３年度
から本来の税額に戻ります。

土地および家屋価格等縦覧帳簿、固定資産税課税台帳の閲覧をします

縦覧制度 閲覧制度

範　囲 本人の資産に関わる分のほか、他の資産
の評価額との比較が可能 本人の資産に関わる分

期　間 4 月 1 日 ( 金 ) ～ 5 月２日 ( 月 ) 随時

利用できる方

・本町に固定資産税を納税している方
・納税義務者と同居の親族
・納税管理人（納税通知書兼課税明細書、

又は運転免許証など本人確認の出来る
ものをお持ちください）

左記のほかに
賃借権・使用収益権・固定資産の処分

をする権利を有する人（本人確認の出来
るものほか、権利を証明できる書類をお
持ちください）

手数料 無料 縦覧期間中（4 月 1 日～ 5 月２日）は無料、
それ以外は有料

場　所 役場税務課（午前８時３０分～午後５時１５分まで。土・日・祝日・年末年始を除く）

問合せ先 税務課資産税係　☎７７－０１７２( 内線１４２、１４３)

前
納
報
奨
金
制
度
が廃

止
さ
れ
ま
し
た

口座振替日（平成 23 年度）

月 振　替　日

4 月 4 月 28 日 木

5 月 5 月 30 日 月

6 月 6 月 28 日 火

7 月 7 月 28 日 木

8 月 8 月 29 日 月

9 月 9 月 28 日 水

10 月 10 月 28 日 金

11 月 11 月 28 日 月

12 月 12 月 28 日 水

1 月 1 月 30 日 月

2 月 2 月 28 日 火

3 月 3 月 28 日 水
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４. 職員の初任給の状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区　分 本　町 国

一　般
行政職

大卒初任給 172,200 円 172,200 円

〃 2 年後 185,800 円 185,800 円

高卒初任給 144,500 円 140,100 円

〃 2 年後 155,700 円 149,800 円

技　能
労務職

高卒初任給 144,500 円 ―

〃 2 年後 155,700 円 ―

７. 職員の手当の状況

①期末手当・勤勉手当（平成 22年度）

区　分 期末手当 勤勉手当 国

6 月 1.25 月 0.70 月

同12 月 1.35 月 0.65 月

合　計 2.60 月 1.35 月

６. 一般行政職の級別職員数の状況

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1　級 主　事 3 人 4.1%

2　級 主任主事 5 人 6.9%

3　級 主　査 22 人 30.1%

4　級 係　長
主任主査 30 人 41.1%

5　級 課　長
主　幹 10 人 13.7%

6　級 参　事 3 人 4.1%

計 73 人 100%

※大刀洗町の給与条例に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
代表的な職務です。

５. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区　分 経験 10 年 経験 15 年 経験 20 年

一　般
行政職

大卒 274,000 円 355,700 円 367,400 円

高卒 258,900 円 288,900 円 ―

技能
労務職 高卒 260,100 円 293,800 円 300,800 円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き
勤務している場合の採用後の年数です。

１. 人件費の状況（一般会計決算）

住民基本台帳人口 15,485 人（平成 22 年 3 月末）

歳出額（A） 56 億 2,610 万 5 千円

実質収支 2 億 4352 万 4 千円

人件費（B） 9 億 3642 万 8 千円

人件費率（B/A） 16.6%
（※平成 20 年度の人件費率 19.5%）

※人件費には、特別職（町長・議員・区長・各種委
員等）の給与や報酬、共済組合に対する事業負担
金なども含みます。

３. 職員の平均年齢、平均給料月額の状況

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

職員数（A）

一　般
行政職

平均年齢 45.0 歳

平均給料月額 34 万 3,600 円

技　能
労務職

平均年齢 41.5 歳

平均給料月額 30 万 3,600 円

２. 職員給与費の状況（平成 22 年度一般会計予算）

職員数（A） 91 人

給与費

給　料 3 億 7,664 万 4 千円

職員手当 5806 万 2 千円

期末・勤勉手当 1 億 4,134 万 2 千円

計（B） 5 億 7,604 万 8 千円

1 人当たり給与費（B/A） 633 万 198 円

※職員手当には退職手当を含みません。

町職員の給与・定員管理
町職員の給与や定数は、地方公務員法・

地方自治法に基づいて、町議会の議決によ

り条例で定められています。

町では条例に基づき、給与制度や職員の

定員管理について、厳正な運用に努めてい

ます。町職員の給与について、町民の皆様

にご理解していただくために、その主な内

容をお知らせします。

　問合せ先　総務課人事法制係

☎７７－０１７１（内線１０４）
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９. 部門別職員数の状況と主な増減理由

区　
　分

職　員　数
対前年増減数 主な増減理由

平成 21 年 平成 22 年

一般行政

議　会 1 1 0

総　務 24 29 5 福岡県へ職員派遣、地域づくり担当職員の配置

税　務 8 7 − 1 徴収担当職員減

農　水 6 6 0

商　工 1 1 0

土　木 7 8 1 管理部門職員増

民　生 13 12 − 1 町立保育所の民営化に伴うもの

衛　生 6 6 0

小　計 66 70 4

特別行政
教　育 20 18 − 2 小学校給食調理員の嘱託職員化

小　計 20 18 − 2

公営企業等

病　院 2 0 − 2 その他へ計上

下水道 5 3 − 2 事業量減による職員減

その他 7 9 2 診療所職員の計上

小　計 14 12 − 2

合　　計 100 100 0

⑤特殊勤務手当（平成 21年度）

支給実績（年額） 6,000 円

支給職員 1 人当たりの平均支給額 3,000 円

職員全体に占める手当支給職員の
割合 2.2%

手当ての種類（手当数） 5

代表的な手当の名称 災害出動手当

８. 特別職の報酬等の状況

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区　分 給料月額
（本則）

給料月額
( 附則 ) 期末手当

給　

料

町　長 769,000 円 615,000 円
6 月
1.25 月分

12 月
1.35 月分

合計
2.60 月分

副町長 608,000 円 593,000 円

教育長 553,000 円 550,000 円

報　

酬

議　長 317,000 円 290,000 円

副議長 257,000 円 244,000 円

議　員 234,000 円 228,000 円

※平成 22 年度は、附則の規定により減額して支給

②時間外勤務手当（一般会計）　　　　　単位千円

区　分 支給実績 1 人当たり支給年額

平成 21 年度 20,126 221

平成 20 年度 19,112 278

④退職手当　　　　　　（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区　分 自己都合 勧奨・定年 国

勤続 20 年 23.50 月 30.55 月

同
勤続 25 年 33.50 月 41.34 月

勤続 35 年 47.50 月 59.28 月

最高限度額 59.28 月 59.28 月

③その他の手当

区　分 内　容 国

扶養手当 扶養親族のある職員 同

住居手当

借家もしくは借間に居住し、
一定額を超える家賃等を支
払っている職員及び町内に居
住し世帯主である職員

異

通勤手当
交通機関を利用し、あるいは
交通用具を使用して通勤して
いる職員

同

（各年 4 月 1 日現在）

7 H23.4 広報たちあらい



児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
等
の
額
改
定
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
実
績
値
（
対
前
年
比
で

0.7
％
の
下
落
）
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の

各
手
当
が
左
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

住
民
課　

住
民
係

☎
７
７
・
２
１
４
１

(

内
線
１
２
２
・
１
２
３)

	 ・議会事務局　７７－４１１２（ＦＡＸ兼）	 ・子育て支援センター　７７－５０１９（ＦＡＸ兼）
	 ・総　務　課　７７－０１７１	 ・包括支援センター　　７７－６２１１
	 ・税　務　課　７７－０１７２	 ・学校教育課　　　　　７７－６２０５
	 ・企画財政課　７７－０１７３	 ・生涯学習課　　　　　７７－２６７０
	 ・住　民　課　７７－２１４１	 ・文化財事務所　　　　７７－２６７１
	 ・会　計　課　７７－２１４３	 ・町立図書館　　　　　４１－６１１１（ＦＡＸ兼）
	 ・健康福祉課　７７－２２６６	 ・社会福祉協議会　　　７７－４８７７
	 ・産　業　課　７７－６２０１	 ・社会福祉協議会ＦＡＸ　７７－６２２０
	 ・建　設　課　７７－６２０４	 ・役場ＦＡＸ　　　　　７７－３０６３
	 ・電　算　室　７７－４２４７	 ・教育委員会ＦＡＸ　　７７－２７２０

３月２８日（月）から、代表電話に加え、役場の担当課に直通電話をかけられる「ダイヤルイン方式」を導入しました。
今までは、代表電話番号である７７－０１０１（教育委員会は７７－２６７０）で受けた電話を、職員がお問合せ

内容等を一度お聞きし、担当課係にお取次ぎしていました。
今後は、ご用件のある課に直接お電話いただくことで、町民の皆様にとってはお取次ぎ時間の短縮、電話料金の節約、

役場では電話交換業務の省力化ができます。各課の電話番号は次のとおりです。担当課が分からない、つながりにく
い場合は７７－０１０１にお電話ください。なお、小・中学校や校区センター等は従来どおりです。

問合せ先 企画財政課財政係　☎７７－０１７３（内線１１０、１１１）

大刀洗町役場の各課に直通の電話番号を設けました

名　　称 区　分 平成 22年度 平成 23年度

児 童 扶 養 手 当
全額支給 41,720 円 41,550 円

１部支給
41,710 円
～ 9,850 円

41,540 円
～ 9,810 円

特別児童扶養手当
１級 50,750 円 50,550 円
２級 33,800 円 33,670 円

特 別 障 害 者 手 当 ― 26,440 円 26,340 円
障 害 児 福 祉 手 当 ― 14,380 円 14,330 円
福 祉 手 当

（ 経 過 措 置 分 ）
― 14,380 円 14,330 円

（月額）
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狂
犬
病
予
防

集
団
注
射
の
お
知
ら
せ

通
知
は
が
き
を
持
参
、新
規
登
録

も
で
き
ま
す

　

狂
犬
病
予
防
の
集
団
注
射
を

下
の
日
程
表
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

　

登
録
済
み
の
犬
を
飼
っ
て
い

る
世
帯
に
は
事
前
に
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
の
で
、問
診
欄
に
記

入
の
上
、来
場
の
際
に
持
参
く
だ

さ
い
。

　

犬
を
新
規
登
録
す
る
場
合
は
、

犬
名
・
犬
種･

生
年
月
日
等
を

会
場
の
受
付
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。そ
の
際
に
印
鑑
は
不
要
で

す
。

対
象
犬

　

生
後
３
か
月
（
91
日
）以
上

手
数
料　

・
予
防
注
射
料　

３
，０
５
０
円

・
新
規
登
録
料　

３
，０
０
０
円

（
例　

新
規
登
録
と
予
防
注
射

を
同
時
に
す
る
場
合
は
、
６
，

０
５
０
円
が
必
要
で
す
）。

犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
は

　

妊
娠
中
や
体
調
の
悪
い
犬
は
、

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
も

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
の
場
合
、予
防
注
射

後
に
役
場
へ
注
射
証
明
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。犬
の
首
輪
に

つ
け
る
注
射
済
票
（
手
数
料　

５
５
０
円
）を
交
付
い
た
し
ま

す
。

つ
り
銭
不
要
に
ご
協
力
を

集
団
注
射
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、な
る
べ
く
つ
り
銭
が
出
な

い
よ
う
に
ご
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご
注
意
を
！

近
年
、春
先
の
強
い
紫
外
線
と

大
陸
か
ら
流
入
す
る
汚
染
し
た

大
気
な
ど
の
化
学
反
応
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

町
で
も
平
成
20
年
５
月
に
注

意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

発
生
し
た
際
は
前
回
と
同
様
、

広
報
車
で
町
内
を
巡
回
し
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

屋
内
に
入
り
安
静
に

発
令
さ
れ
た
ら
激
し
い
運
動

を
避
け
直
ち
に
屋
内
に
入
り
、窓

や
扉
を
閉
め
、テ
レ
ビ
な
ど
で
最

新
の
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。目
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症

状
を
感
じ
た
ら
、す
ぐ
に
洗
眼
や

う
が
い
を
し
て
安
静
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。状
況
に
よ
っ
て

は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

巡
回
車
で
の
広
報
に
は
限
界

　

限
ら
れ
た
数
の
広
報
車
で
町

内
を
迅
速
に
巡
回
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、詳
細
な
情
報
伝
達
は

困
難
で
す
。ま
た
、巡
回
経
路
や

風
の
向
き
に
よ
っ
て
は
屋
内
な

ど
で
十
分
に
聞
こ
え
な
い
状
況

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

防
災
メ
ー
ル
の
積
極
活
用
を

　

こ
の
た
め
、災
害
情
報
を
携
帯

電
話
に
配
信
し
て
い
る
福
岡
県

の
「
防
災
メ
ー
ル
・
ま
も
る
く
ん
」

の
登
録
と
活
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

登
録
用
空
メ
ー
ル
の
送
信
先

は
、mam

oru@
bousaim

obile.

pref.fukuoka.lg.jp

で
す
。

　

｢

指
定
受
信｣

や｢

受
信
拒
否｣

の
設
定
が
あ
る
と
登
録
で
き
ま

せ
ん
。詳
細
は
福
岡
県
に
問
合
せ

す
る
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

［
防
災
メ
ー
ル
問
合
せ
先
］

福
岡
県
消
防
防
災
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.bousai.pref.

fukuoka.jp

生
活
環
境
係
か
ら
の
お
し
ら
せ

問
合
せ
先　

住
民
課
生
活
環
境
係　

☎
７
７
・
２
１
４
１（
内
線
１
２
１
）

高濃度光化学
オキシダント
の発生 工場や車の

窒素酸化物や
炭化水素など

紫外線

気象条件
＋強い日差し
＋気温上昇
＋風が強い

健康被害例
・目の痛み
・喉の乾きや傷み
・倦怠感
・頭痛

光化学スモッグ発生の仕組み
（光化学オキシダント）

実施日 時 間 場 所

4月13日
(水)

9:30～10:10 下高橋公民館

10:25～11:05 上高橋公民館

13:30～14:30 JAみい 菊池支所

14:45～15:25 北鵜木公民館

4月14日
(木)

9:30～10:40 旧JAみい 本郷支所

10:55～11:15 稲数公民館

13:30～14:40 大堰交流センター

14:55～15:40 大刀洗町役場

(予備日)

5月11日
(水)

13:40～14:20 大刀洗町役場

14:40～15:20 JAみい 菊池支所

狂犬病予防 集団注射 日程表
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「大刀洗町事業仕分け対象事業」の今後の方針について

問合せ先 総務課　人事法制係　☎ 77-0171（内線 104）

　平成 22 年 12 月４日に実施した「大刀洗町事業仕分け」の結果を受けて、それぞれ今後の方針を打出し、

事業を廃止したり、今年度予算に反映させたりしています。

　22 年度と 23 年度の予算額で比べると、対象となった 14 の事業のうち、８つの事業で 10,504,000

円の減額となっています（⑨の事業は 699,000 円の増額）。

※事業の内容や仕分人、判定人のコメントについては、町ホームページをご覧ください。

事　業　名 判定結果 今後の方針（または結果）
22 年度予算額

23 年度予算額

①文書管理システム指導
点検業務委託 要改善

23 年度は担当課による巡回指導を実施し、業
者への委託は行わない。
管理状況により、24 年度以降検討する。

378,000 円
↓

　　　　 0 円

②福岡県市町村職員海外
研修事業 不　要

現在の内容では直接町行政へ反映することが難
しい。主催者への働きかけなどを含めて検討し、
当面派遣を見送る。

200,000 円
↓

　　　　 0 円

③農村環境整備事業 要改善
緊急補修工事の箇所や範囲の基準を作成し、予
算内で実施する。大規模工事は補助事業を利用
し、年次計画で実施する。

3,000,000 円
↓

2,000,000 円

④はり･きゅう･マッサー
ジ等施術費支給事業 不　要

平成 23 年度は事業を継続するが、今後は「医
療保険による受療」への移行など検討し、廃止
に向けて関係者と協議・調整する。

1,510,000 円
↓

1,510,000 円

⑤私立保育所運営費補助金 要改善 この補助金については 23 年度から廃止し、保
育の質の向上に資する制度を検討する。

2,320,000 円
↓

　　　　　 0 円

⑥個別予防接種業務委託
事業 要改善

委託料については近隣市町村の状況を把握した
うえで協議していく。また、広報や通知による
未受診者対策も推進する。

21,295,000 円
↓

21,295,000 円

⑦ドリームまつり事業 要改善
まつりの在り方について、見直しの方向で検討
する。将来的には、町民や町の各種団体による
運営を目指す。

3,595,000 円
↓

3,595,000 円

⑧中体連各種大会出場費
補助金 要改善

23 年度中に内規を作成し、補助する大会の基
準を明確にするとともに、年度内に補助要綱の
見直しを検討する。

3,000,000 円
↓

3,000,000 円

⑨準要保護児童生徒就学
援助費補助金 現状維持

住民税非課税世帯等の段階に応じた支給につい
て調査・検討し、各種支給の使途等についても
調査を行う。

7,546,000 円
↓

8,245,000 円

⑩ちくご子どもキャンパ
ス事業 不　要

地域ボランティアやアンビシャス広場等との合
同開催や、圏域内の自治体による合同プログラ
ムの開発を検討する。

254,000 円
↓

　　　　 0 円

⑪下高橋官衙遺跡芝草刈
業務委託 要改善 近隣の類似施設を調査し、契約基準の明確化を

図るなど、業務内容の改善を進める。

1,400,000 円
↓

1,400,000 円

⑫町税前納報奨金事業 不　要 導入当初の目的を達しており、税の公平性を欠
く面もあるので、23 年度から廃止した。

4,352,000 円
↓

　　　　　 0 円

⑬水路環境整備事業 要改善
地元負担金の減額基準が不透明であり、農業用
水路との区別も難しいため、平成 23 年度から
廃止した。

1,000,000 円
↓

　　　　　 0 円

⑭道路改良用地買収事業 要改善 路線価以上の価格での用地買収は問題があるた
め、23 年度から、すべて路線価格で買収する。

10,000,000 円
↓

 9,000,000 円
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久留米広域消防本部 三井消防署
☎ 72 － 5101

こちら119
火災時の避難方法

　火災は、ちょっとした油断から発生し、皆さんの大切な家や財産、時には命までも焼き尽くして
しまいます。もし、火災が起きてしまったらどのように避難すればいいのでしょうか？
　そこで、今回は『避難の心得』を紹介します。

１
２
３
４

５
６
７

天井付近まで燃え移ったときは、消火をあきらめて避難しましょう。
お年寄りや子供、体の不自由な人は、優先して避難させましょう。
服装や持ち物にこだわらず、出来るだけ早く避難しましょう。
煙の中を逃げるときは、できるだけ姿勢を低くし、濡れタオルやハンカチで
口をふさいで、煙を吸い込まないようにしましょう。
避難するときは、出入り口のドアを閉めましょう。空気を遮断して炎の勢いを抑えます。
いったん避難したら、再び家の中には戻らないようにしましょう。
逃げ遅れた人がいるときは､ 消防隊にすぐ知らせましょう。

安心して子育てができる圏域へ
久留米広域定住自立圏（久留米市・大川市・うきは市・大刀洗町・大木町）の取組

久留米広域定住自立圏の取組（その１）保育所での一時預かり
圏域内の保育所で行われている一時預かりを利用できます。

　　  たとえば…

上記の５つのサービスについて、詳しい内容はシリーズでお知らせします。

　利用料金や利用時間は、それぞれの保育所で異なりますので、各保育所や市町の保育所担
当にお問合せください。

平成23年度から、３市２町でそれぞれの子育て支援サービスを利用できるようになります。

３市２町のサービスを相互に利用できる。
①保育所での一時預かり　②地域子育て支援センター

相互利用

久留米市のサービスを広域で利用できる。
③発達支援事業　④ファミリーサポートセンター　⑤病児・病後児保育

広域化

久留米市の研修会に
行きたいなぁ

研修会会場の近くで
子どもを預かって
くれないかしら

久留米市の保育所の
一時預かりを
利用しよう

問合せ先 健康福祉課　子育て支援係　☎ 77-2266（内線 132）　FAX77-3063

避難の心得

※子供に対して
○火災が起こったら、すぐに避難して大人の人を呼ぶように教えておきましょう。
○子供だけを残して外出しないようにしましょう。

※住宅用火災警報器の悪質な訪問販売には十分注意しましょう。
住宅用火災警報器は、消防用設備機器販売店、電気店、量販店などで販売されており、個人でも容易に取り付けられます。
設置を依頼する場合は、事前に見積もりを取り、工事の内容をよく確認して設置を依頼しましょう。

※久留米広域定住自立圏は４市２町ですが、子育て支援分野については小郡市は除きます。
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こ
の
度
、菊
池
地
区
に
、グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
地
域
で

の
行
事
等
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
「
大
刀
洗
町

上
下
グ
ラ
ウ
ン
ド
」を
整
備
し

ま
し
た
。

　

４
月
１
日
（
金
）か
ら
利
用

受
付
を
開
始
し
ま
す
。利
用
申

請
の
手
順
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

受
付
窓
口

　

大
刀
洗
町
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

申
請
手
順　

所
定
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
ず
利
用
日
の
５
日
前
ま
で

に
受
付
窓
口
へ
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。電
話
で
の
予
約

も
受
け
付
け
ま
す
が
、そ
の
場

合
も
必
ず
申
請
書
の
提
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、提
出
の
み
支
所
で
も

受
付
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

大
刀
洗
町
教
育

委
員
会　

生
涯
学
習
課　

☎
７
７
・
２
６
７
０

（
内
線
８
２
１
）

FAX
７
７
・
２
７
２
０

大
刀
洗
町

　

上
下
グ
ラ
ウ
ン
ド

借
用
開
始

　４月１日（金）から、町体育施設（勤
労者体育センター及び運動公園）利用
にあたり、利用希望が多い土日に広く
町民の皆さまに利用していただくため
に、一般開放日を設けました。
　使用する場合には、使用日の５日前
までに教育委員会（運動公園使用申請
は、運動公園）へ申請書を提出してい
ただく必要があります。事前の申請が
ない場合には、空きがあっても利用で
きませんのでご注意ください。
※申請には、印鑑が必要です。

問合せ先 大刀洗町教育委員会　生涯学習課　☎ 77-2670（内線 821）　FAX 77-2720

町体育施設利用にあたり
土日に一般開放します

月日 曜日 備考

 ４月 ９日 土

 ５月15日 日 野球場

 ６月25日 土

 ７月 ２日 土

 ７月 ３日 日

 ８月20日 土 野球場

10月 １日 土

11月 ５日 土

12月18日 日

12月24日 土

12月25日 日
 ２月 ５日 日
 ３月11日 日

運動公園
月日 曜日 備考

 ４月17日 日
 ５月 ８日 日
 ７月24日 日
 ９月 ３日 土
10月 ９日 日
11月13日 日
12月10日 土
  1月 ９日 月（祝）
  2月12日 日
  2月26日 日

勤労者体育センター

施設使用料
照　明
使用料 備　考

町民 町民・町外
混合 町外者

①運動公園

野球場 300 円 900 円 1,500 円 3,000 円 ※施設使用料は、
１面１時間の単
価です。

※照明使用料は、
１面１時間の単
価です。

ソフトボール場 200 円 600 円 1,000 円 2,000 円

テニスコート 100 円 300 円 500 円 300 円

ゲートボール場 無料 100 円 200 円

②勤労者
　体育
　センター

体育室
1 面 500 円 750 円 1,000 円

※使用料は、１時
間の単価です。

全面 1,000 円 1,500 円 2,000 円

卓球室 100 円 150 円 200 円

シャワー室 ３分間　100 円

③武道場
柔道場 500 円 750 円 1,000 円 ※使用料は、１時

間の単価です。剣道場 500 円 750 円 1,000 円

備　考
１　使用時間に１時間未満の端数がある場合は１時間とします。
２　準備及び片付けに要する時間も、使用時間とします。
３　使用料には消費税を含みます。
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菊池小学校南校舎改修工事のお知らせ

　菊池小学校の南校舎の耐震化及び大規模改修工事を、次のとおり着工しましたのでお知らせいた
します。

　菊池小学校南校舎の耐震化及び大規模改修
工事は、１期工事：南校舎西側（３月 24 日
～７月）と２期工事（７月～ 10 月）に分割
して工事を行います。
　地域や保護者の皆様には大変ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、ご不明の点やご意見がありましたら、
下記または菊池小学校にお願いします。

①工　　期
②施工業者

３月24日（木）～10月21日（金）
半田建設（株）

問合せ先 大刀洗町教育委員会　学校教育課学校教育係　☎ 77-6205（内線 810、811）

　

町
で
は
、
植
物
等
由
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
考
え
る
、「
バ
イ
オ
マ
ス
」
重
点
ビ
ジ
ョ
ン
事

業
に
取
り
組
み
、
こ
の
た
び
報
告
書
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
町
で
は
、
菜
の
花
を
栽
培
、

菜
種
油
と
し
て
販
売
・
活
用
し
、
さ
ら
に
町
内

で
出
た
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
油
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
軽

油
の
替
わ
り
に
使
え
る
燃
料
）
と
し
て
循
環
さ

せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
将
来
的
に
農
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
で
き
る
、
夢
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
今
後
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に

情
報
収
集
を
行
い
、
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

企
画
財
政
課
企
画
係

☎
７
７
・
０
１
７
３

 (

内
線
１
１
１)

「
バ
イ
オ
マ
ス
」を
考
え
る

～
自
然
の
恵
み
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
～

現在の南校舎の外観 現在の南校舎の室内

1 期工事 2 期工事
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　国は、平成13年12月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」を制定し、

「すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を

行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければな

らない」と基本理念を示しました。本町ではその基本理念を具体化するため、子

どもの発達段階に応じた理想的な読書環境づくりに向け「大刀洗町子どもの読

書活動推進計画」を策定しているところです。

　そこで、子どもや家庭の読書環境の現状を把握し、計画策定の基礎資料とするため、昨年11月に町内小

中学生及び保育園児の保護者等を対象に、読書についてのアンケート調査を行いました。

　今回は小中学生のアンケート結果の一部をお知らせします。

読書についてのアンケート（小中学生）

　約９割の子どもたちが「好き」「どちらかといえば好き」と答え、読書に親しんでいることが分かります。しかし、

学年が上がるに従い「好き」より「どちらかといえば好き」が増加しています。

　「１冊も読まなかった」の割合は小学生で３％、中学生で２％と全国平均（小学生6.2％、中学生12.7％

(H22.５調査)）よりも低くなっており、学校での読書活動の取組の成果がでているようです。読まなかった理

由については、学年が上がるに従い「本を読むのが嫌い」との回答が増加しています。

　本を用意するのに図書館をよく利用しているようです。

　ほとんどの子どもたちが学校の図書館に週1回は通っています。町の図書館も約８割の子どもたちが利用

し、その半数が他の市町の図書館も利用しています。「町の図書館に行ったことがない」と答えた子どもたちの

校区の割合は、菊池校区が多く大堰校区が少ない結果となりました。このことから図書館がある大堰校区以

外の子どもたちの利用が少ないことが分かります。

　約1割の子どもたちが「ほとんど読んでもらっ

ていない」と答えています。おはなし会への参

加経験も少ないようです。図書館の広報と家庭

での読書活動の啓発が必要のようです。

　「学校や図書館の本が増える」が40％、「よい本を教えてもら

う」が23％となっており、学校や町の図書館への期待が感じら

れます。その他の意見としては、「本を読む時間をつくる」、「目

標を立てる」、「くせをつける」などがありました。

　今回の小中学生へのアンケート結果を見ると、子どもたちは

学年が上がるに従い読書離れの傾向がみられ、よい本の紹介

や身近にある本が増えることを求めているようです。また家庭

での読書活動の啓発も今後必要になると思われます。

　次回は、保護者へのアンケート結果をお知らせします。

生涯学習課図書館係　☎／FAX 41-6111

「子どもの読書活動推進計画」
 アンケート結果について

町内４小学校の２年生、４年生、６年生及び中学２年生　599人（回収率97％）対象

読書が好きですか

どのようにして読みたい本を用意しますか

小さい頃家の人から本を読んでもらいましたか

どうすれば今よりもっと本を読むようになると思いますか

先月（10月）に何冊本を読みましたか

※表示未満四捨五入のため、合計が100％にならない場合があります。

問合せ先

読書が好きですか（単位：人）

■好き
■どちらかと言えば好き
■どちらかと言えば嫌い
■嫌い

小学２ 小学４ 小学６ 中学２

小学２ 小学４ 小学６ 中学２ 小学２ 小学４ 小学６ 中学２

0
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120

読書が好きですか

どのようにして
読みたい本を用意しますか

学校の図書館に
何回行きましたか

小さい頃家の人から
本を読んでもらいましたか

小さい頃図書館等の
お話会に参加しましたか

どうすれば今よりもっと本を
読むようになると思いますか

大刀洗町の図書館に
行きますか

大刀洗町の図書館に
行ったことがない（校区別）

先月何冊本を読みましたか 何冊本を読みましたか（単位：人） なぜ読まなかったのですか（単位：人）

好き
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２～５冊
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１冊
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３%
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0
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図書館から
借りて読む
58%
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分からない
47%
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ほとんど読んで
もらっていない

11%

よく読んで
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33%
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ことがない
21%
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10%

学校の図書室の
本が増える
25%

よい本を
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23%
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20%

家族で
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７%
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その他
５%
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14%
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13%
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５%
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33%
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16%
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　国は、平成13年12月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」を制定し、

「すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を

行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければな

らない」と基本理念を示しました。本町ではその基本理念を具体化するため、子

どもの発達段階に応じた理想的な読書環境づくりに向け「大刀洗町子どもの読

書活動推進計画」を策定しているところです。

　そこで、子どもや家庭の読書環境の現状を把握し、計画策定の基礎資料とするため、昨年11月に町内小

中学生及び保育園児の保護者等を対象に、読書についてのアンケート調査を行いました。

　今回は小中学生のアンケート結果の一部をお知らせします。

読書についてのアンケート（小中学生）

　約９割の子どもたちが「好き」「どちらかといえば好き」と答え、読書に親しんでいることが分かります。しかし、

学年が上がるに従い「好き」より「どちらかといえば好き」が増加しています。

　「１冊も読まなかった」の割合は小学生で３％、中学生で２％と全国平均（小学生6.2％、中学生12.7％

(H22.５調査)）よりも低くなっており、学校での読書活動の取組の成果がでているようです。読まなかった理

由については、学年が上がるに従い「本を読むのが嫌い」との回答が増加しています。

　本を用意するのに図書館をよく利用しているようです。

　ほとんどの子どもたちが学校の図書館に週1回は通っています。町の図書館も約８割の子どもたちが利用

し、その半数が他の市町の図書館も利用しています。「町の図書館に行ったことがない」と答えた子どもたちの

校区の割合は、菊池校区が多く大堰校区が少ない結果となりました。このことから図書館がある大堰校区以

外の子どもたちの利用が少ないことが分かります。

　約1割の子どもたちが「ほとんど読んでもらっ

ていない」と答えています。おはなし会への参

加経験も少ないようです。図書館の広報と家庭

での読書活動の啓発が必要のようです。

　「学校や図書館の本が増える」が40％、「よい本を教えてもら

う」が23％となっており、学校や町の図書館への期待が感じら

れます。その他の意見としては、「本を読む時間をつくる」、「目

標を立てる」、「くせをつける」などがありました。

　今回の小中学生へのアンケート結果を見ると、子どもたちは

学年が上がるに従い読書離れの傾向がみられ、よい本の紹介

や身近にある本が増えることを求めているようです。また家庭

での読書活動の啓発も今後必要になると思われます。

　次回は、保護者へのアンケート結果をお知らせします。

生涯学習課図書館係　☎／FAX 41-6111

「子どもの読書活動推進計画」
 アンケート結果について

町内４小学校の２年生、４年生、６年生及び中学２年生　599人（回収率97％）対象

読書が好きですか

どのようにして読みたい本を用意しますか

小さい頃家の人から本を読んでもらいましたか

どうすれば今よりもっと本を読むようになると思いますか

先月（10月）に何冊本を読みましたか

※表示未満四捨五入のため、合計が100％にならない場合があります。

問合せ先

読書が好きですか（単位：人）

■好き
■どちらかと言えば好き
■どちらかと言えば嫌い
■嫌い

小学２ 小学４ 小学６ 中学２

小学２ 小学４ 小学６ 中学２ 小学２ 小学４ 小学６ 中学２

0

20

40

60

80

100

120

読書が好きですか

どのようにして
読みたい本を用意しますか

学校の図書館に
何回行きましたか

小さい頃家の人から
本を読んでもらいましたか

小さい頃図書館等の
お話会に参加しましたか

どうすれば今よりもっと本を
読むようになると思いますか

大刀洗町の図書館に
行きますか

大刀洗町の図書館に
行ったことがない（校区別）

先月何冊本を読みましたか 何冊本を読みましたか（単位：人） なぜ読まなかったのですか（単位：人）

好き
53%

２～５冊
39%

６～10冊
29%

１冊
５%

読まなかった
３%

11冊以上
24%

嫌い
４%

どちらかと言えば好き
34%

どちらかと言えば嫌い
９%

100

23

２ ２

87

49

17

４

３

21

5249 48
5351

１１ ４ ８

62

42

23

７

16

107

29
18

３

２

１

２

１ １

２

３

２

１ １

２

57 56

19

10

75 78

15

５

0

20

40

60

80

100

120
■１冊
■２～５冊
■６～10冊
■11冊以上
■読まなかった

0

1

2

3

■本を読む時間がなかった
■読みたい本がなかった
■本を読むのが嫌い
■その他

図書館から
借りて読む
58%

本屋で買って
読む
29%

友達から
借りて読む
10%

その他
３%

行かなかった
６%

行ったことがない
22%

おぼえて
いない
24%

時々読んで
もらった
32%

分からない
47%

時々
参加した
22%

ほとんど読んで
もらっていない

11%

よく読んで
もらった
33%

参加した
ことがない
21%

よく参加
した
10%

学校の図書室の
本が増える
25%

よい本を
教えてもらう
23%

テレビやゲームの
時間を減らす
20%

家族で
本を読む
７%

インターネットの
時間を減らす
６%

その他
５%

図書館の本が
増える
14%

よく行く
13%

大堰
５%

本郷
33%

大刀洗
16%

菊池
46%

たまに行く
65%

21回以上
８%

１～４回
19%

５～10回
44%

11～20回
23%
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義援金名目の振り込め詐欺にご注意を！

 小郡警察署・小郡三井地区防犯協会

フィッシング詐欺振り込め詐欺

３月11日に発生した、東北地方太平洋沖地震の義援金名目を装った

の発生が予想されます。

過去の大地震の際にはこのような手口が使われています。

□自治体の職員などをよそおって、電話で被災地への義援金として現金の振
込みを要求する。

□親族などをよそおって、電話で「災害関係で現金が必要」と言って振込み
を要求する。

□義援金をよびかけるメールを送ったり、サイトの開設をする。

○義援金などは、マスコミなどで公表された信用できる団体の活動を利用し
ましょう。

○自治体職員などの公務員が、災害支援などに関して電話などで現金の振込
みを依頼することはありません。

○特に「個人名の口座（義援金の場合）」「知らない人の名義の口座」への振
込みを求められたら、まずは「詐欺かも？」と疑ってみてください。

○おかしな電話やメールがあったら、すぐに振り込まず、必ず知人や警察な
どに相談をしてください。

「おかしいな？」と感じたら、
ひとりで悩まずに身近な人や警察に

必ず相談してください！！

被害にあわないために

義援金などに関する公的機関の窓口 福岡県福祉総務課　☎ 092-643-3243、3244

H23.4 広報たちあらい 16



各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た

年
金
保
険
料
の
納
付

　

平
成
23
年
４
月
分
か
ら
平
成

24
年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
月
額
１
５
，
０
２
０

円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
便

利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り

ま
す
。

　

保
険
料
は
、
納
付
期
限
（
翌

月
末
日
）
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ
先

　

久
留
米
年
金
事
務
所 

　
　
　
　

☎
３
３
・
６
１
９
２

　

町
役
場　

住
民
課　

住
民
係

☎
７
７
・
２
１
４
１

（
内
線
１
２
３
）

乳
幼
児
・
重
度
障
が
い
者
・

 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

に
つ
い
て

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
乳
幼

児
医
療
証
か
ら
の
変
更
手
続
き

が
必
要
で
す
。

重
度
障
害
者
医
療
・

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

　

就
学
年
齢
に
達
し
た
方
で
重

度
障
害
者
医
療
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
（
父
子
家
庭
、
父
母
の
な

い
子
も
含
む
）に
該
当
す
る
方
は
、

乳
幼
児
医
療
証
か
ら
各
医
療
証

へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
重
度
障
害
者
医
療
や
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
で
は
、
所
得
制

限
等
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
４
月
か
ら
肝
機
能

障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、

２
級
の
方
、
ま
た
は
３
級
で
要

件
に
該
当
す
る
方
も
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
手
続
き

　

各
医
療
証
の
交
付
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
で
、
加
入
す
る
健

康
保
険
や
住
所
等
に
変
更
の
あ

る
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
乳
幼
児
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

※
新
規
手
続
き
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

住
民
課　

国
保
医
療
係

☎
７
７
・
２
１
４
１

（
内
線
１
２
５
）

平
成
23
年
度

 

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　

重
度
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本

料
金
を
助
成
す
る
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
交
付

し
ま
す
。

対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
、２
級
の
所
持
者

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

障
害
者
手
帳
、
印
鑑

利
用
券
交
付
の
方
法

　

１
人
に
対
し
、
１
か
月
あ
た
り

２
枚
を
限
度
と
し
、
申
請
の
日
の

属
す
る
月
か
ら
当
該
年
度
末
ま

で
の
月
数
を
乗
じ
た
枚
数
を
一
括

交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
腎
臓
機

能
障
害
で
人
工
透
析
の
治
療
を
受

け
、
居
宅
等
か
ら
通
院
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
１
か
月
あ
た

り
６
枚
を
限
度
と
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

　

猪
口
タ
ク
シ
ー
、
久
留
米
西
鉄

タ
ク
シ
ー
、
金
島
タ
ク
シ
ー
、
矢

野
タ
ク
シ
ー
、
に
こ
に
こ
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
柳
川
西
鉄
タ
ク
シ
ー
、

小
西
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
福
岡
西
鉄

タ
ク
シ
ー
、
ホ
ッ
ト
・
オ
ア
シ
ス
、

小
郡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
タ
ク
シ
ー
、

大
刀
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

申
請
・
問
合
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
７
７
・
２
２
６
６

（
内
線
１
３
２
）

　

FAX
７
７
・
３
０
６
３

暮らし
情報 の4月
■大刀洗町役場（代表）
　☎77-0101  FAX77-3063
■役場大刀洗支所
　☎77-0239  FAX77-3069
■大刀洗ドリームセンター
　☎77-2670  FAX77-2720
■町立図書館
　☎41-6111
■子育て支援センター
　☎77-5019  FAX77-5019
■社会福祉協議会
　☎77-4877  FAX77-6220
■大刀洗町運動公園
　☎77-4770
■大刀洗公園
　☎77-5117
■シルバー人材センター
　☎77-5944  FAX77-5945

ひとのうごき
（2月末現在）

4月の税（料）

固定資産税・・・・・・・・
下水道使用料・・・・・・・・・・・
町営住宅使用料・・・・・・・

人口
○男

世帯数
○出生
○転入

○女

○死亡
○転出

15,472（15,535）
7,408

4,657（4,636）
13（12）
33（39）

8,064

10（16）
62（36）

大刀洗町役場
税務課　建設課

1期 前納
1期
4月分

納税には便利な口座振替を
ご利用ください。

今月の口座振替は、
4月28日（木）です。

（　）は昨年同期
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就
学
援
助
制
度

　

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
っ
て
町
内
の
小
・
中
学
校
へ
の

就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
就

学
援
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

援
助
の
対
象
者

①
要
保
護
児
童
生
徒

　

児
童
生
徒
の
保
護
者
が
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を

受
け
て
い
る
児
童
生
徒

②
準
要
保
護
児
童
生
徒

　

要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に

困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

世
帯
の
児
童
生
徒

援
助
の
対
象
と
な
る
費
用

①
要
保
護
児
童
生
徒

　

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
教
育

扶
助
対
象
費
用
以
外
の
費
用
で
、

修
学
旅
行
費
・
医
療
費
（
学
校

保
健
安
全
法
に
定
め
る
疾
病
）

②
準
要
保
護
児
童
生
徒

　

学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学

旅
行
費
、
医
療
費
（
学
校
保
健

安
全
法
に
定
め
る
疾
病
）、
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費

申
請
に
必
要
な
書
類

　

申
請
書
・
世
帯
調
書
（
新
規

の
申
請
者
）
等

（
申
請
書
等
は
各
小
・
中
学
校
に

あ
り
ま
す
）。

提
出
先　

各
小
・
中
学
校

申
込
期
限　

４
月
28
日
（
木
）

問
合
せ
先

大
刀
洗
小
学
校
☎
７
７
・
０
２
０
３

菊
池
小
学
校　

☎
７
７
・
１
５
４
４

本
郷
小
学
校　

☎
７
７
・
０
０
３
６

大
堰
小
学
校　

☎
７
７
・
０
１
７
０

大
刀
洗
中
学
校
☎
７
７
・
０
０
７
５

学
校
教
育
課　

☎
７
７
・
６
２
０
５

（
内
線
８
１
１
）

本
郷
学
童
保
育
所
及
び

 
大
刀
洗
学
童
保
育
所
が

移
転
し
ま
す

　

４
月
か
ら
、
本
郷
学
童
保
育

所
及
び
大
刀
洗
学
童
保
育
所
は

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
敷
地
内
に

移
転
し
ま
す
。

本
郷
学
童
保
育
所☎

７
７
・
０
９
８
７

大
刀
洗
学
童
保
育
所

☎
０
８
０
・
６
４
０
０
・
５
１
５
２

問
合
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
７
７
・
２
２
６
６

（
内
線
１
３
２
）

大
刀
洗
町
戦
没
者

追
悼
式
を
挙
行
し
ま
す

日
時　

４
月
21
日
（
木
）　

午
前
10
時
か
ら

会
場　

大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン

タ
ー　

ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル

問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
７
７
・
２
２
６
６

（
内
線
１
３
２
）

下
水
道
管
理
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

建
設
課
下
水
道
管
理
係

☎
７
７
・
６
２
０
４（
内
線
１
７
５
）

下
水
道
施
設
の

使
用
休
止
届
・
廃
止
届

　

下
水
道
の
使
用
を
都
合
に
よ

り
一
時
休
止
、
又
は
廃
止
さ
れ

る
際
は
、
下
水
道
施
設
の
使
用

休
止
届
・
廃
止
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
転

出
・
転
居
届
を
し
な
い
で
提
出

さ
れ
る
場
合
、
休
止
日
又
は
廃

止
日
は
受
付
日
以
降
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
（
下
水
道
使
用
料
に

係
る
世
帯
人
員
変
更
届
出
書
も

提
出
が
必
要
で
す
）。

　

お
届
け
の
際
は
お
早
め
に
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
に
係
る

世
帯
人
員
変
更
届
出
書

　

一
般
世
帯
の
下
水
道
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
ひ
と
月
あ
た
り

世
帯
割
１
，
５
０
０
円
と
世
帯

人
員
割
６
０
０
円
／
人
の
合
計

と
消
費
税
を
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

そ
の
世
帯
人
員
数
の
確
認
は

住
民
票
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

転
出
の
届
出
を
し
な
い
長
期
入

院
等
の
場
合
、「
世
帯
人
員
変
更

届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
提
出
日
よ
り
料
金

の
変
更
が
出
来
る
場
合
が
あ
り

ま
す
（
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る

書
面
等
が
必
要
で
す
）。
詳
細
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
接
続
へ
の
お
願
い

　

本
町
の
下
水
道
は
平
成
18
年

度
で
下
水
道
管
路
工
事
を
ほ
ぼ

完
了
し
、
ほ
と
ん
ど
の
区
域
で

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
日
常
生
活
で
発

生
す
る
生
活
雑
排
水
や
汚
水

等
を
下
水
道
に
流
す
こ
と
に
よ

り
道
路
側
溝
等
の
蚊
や
ハ
エ
な

ど
を
防
ぎ
、
伝
染
病
を
予
防
し

ま
す
。
ま
た
、
汚
れ
た
水
を
き

れ
い
に
し
て
か
ら
川
へ
流
す
こ

と
で
河
川
・
海
な
ど
の
公
共
用

水
域
を
き
れ
い
に
し
地
球
環
境

を
守
る
と
い
う
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
も
、
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
本

来
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
下
水
道
が
使
用
で

き
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
な

い
方
は
１
日
も
早
く
下
水
道
へ
の

接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

太
陽
光
発
電
促
進
付
加
金
の

負
担
が
始
ま
り
ま
す

　

家
や
事
業
所
に
お
い
て
太
陽

光
で
発
電
さ
れ
た
電
気
の
う
ち
、

使
わ
な
か
っ
た
電
気
の
買
取
り

を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
る
「
太

陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買
取
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

買
取
り
に
必
要
な
費
用
は
、「
太

陽
光
発
電
促
進
付
加
金
」
と
い

う
名
目
で
、
電
気
料
金
の
一
部

と
し
て
、
電
気
を
使
う
す
べ
て

の
方
に
ご
負
担
を
お
願
い
し
て
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お
り
ま
す
。
標
準
家
庭
の
ご
負

担
額
は
、
月
に
３
～
21
円
程
度

と
な
り
、
太
陽
光
発
電
の
普
及

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

経
済
産
業
省　

資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁　

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

☎
０
３
・
３
５
０
１
・
２
３
４
２

FAX
０
３
・
３
５
０
１
・
１
３
６
５

h
ttp

://w
w

w
.en

ech
o
.m

eti.

go.jp/kaitori

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の

実
施
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
生
活

習
慣
病
の
予
防
及
び
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
健
康

診
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
全
員
に
、
４
月
下

旬
に
受
診
票
と
お
知
ら
せ
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

受
診
対
象
者

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
の
方
で
す
。
た
だ
し
、

健
康
診
査
の
目
的
か
ら
、
が
ん
、

脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
、
動
脈

硬
化
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、

脂
質
異
常
症
、
心
臓
病
な
ど
の

治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

者
と
な
り
ま
せ
ん
。

受
診
で
き
る
期
間

　

平
成
23
年
４
月
下
旬
か
ら
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で

受
診
票
の
送
付
時
期

（
１
）
平
成
23
年
４
月
末
ま
で
に

被
保
険
者
と
な
る
方
に
は
、
４

月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

（
２
）
平
成
23
年
５
月
以
降
に
被

保
険
者
と
な
る
方
に
は
、
被
保
険

者
と
な
る
月
（
75
歳
の
誕
生
月
な

ど
）
の
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

受
診
す
る
時
に
必
要
な
も
の

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
・
受
診
票
・
自
己
負
担
金
（
１

人
５
０
０
円
）

受
診
の
方
法

　

受
診
票
に
同
封
す
る
健
康
診

査
の
実
施
医
療
機
関
で
、
個
別

に
予
約
の
う
え
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　

お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー

〒
８
１
２
‐
０
０
４
４

福
岡
市
博
多
区
千
代
四
丁
目
１

番
27
号（
福
岡
県
自
治
会
館
５
階
）

☎（
０
９
２
６
５
１
）３
１
１
１

FAX（
０
９
２
６
５
１
）３
９
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.fukuoka-kouki.

jp/

介
護
保
険
広
域
連
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合 

総
務
課
企
画
電
算
係

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
７
０
５
５

関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.fukuoka-kaigo.jp/

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

で
は
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
（
平
成
24
年
度
～
26
年
度
）

を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
ど
の
地
域
に

ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
て
い
る
か
を
把
握
す

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
方
は
無

作
為
に
抽
出
し
て
、
４
月
上
旬

に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の

お
手
元
に
届
い
た
際
は
是
非
と

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
委
員
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
は
、
第
５
期
（
平

成
24
年
度
か
ら
26
年
度
）
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
の
年
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
介
護
保
険

制
度
の
適
正
な
運
営
を
図
る
た

め
、
事
業
計
画
策
定
委
員
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、

住
民
（
被
保
険
者
）
の
立
場
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
的
な
意
見
、

提
案
を
う
け
る
た
め
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
等
各
分
野
の
委
員

と
と
も
に
参
画
で
き
る
住
民
代

表
の
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
11
日
（
月
）

～
５
月
13
日
（
金
）

三
井
水
道
企
業
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

漏
水
修
理
の
委
託
先
が

変
更
に
な
り
ま
す

　

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
左
記

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

三
井
管
工
事
修
理
セ
ン
タ
ー

小
郡
市
松
崎
８
９
９

（
三
井
管
工
事
共
同
組
合
内
）

☎
４
８
・
９
２
８
８

平
成
23
年
度

水
質
検
査
計
画
を
策
定

　

水
質
検
査
の
適
正
化
や
透
明

性
を
確
保
す
る
た
め
に
基
本
方

針
、
水
質
検
査
項
目
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
は
、
窓
口
お
よ
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

三
井
水
道
企
業
団

☎
７
２
・
５
１
０
６

h
ttp

://w
w

w
1

.b
b
iq

.jp
/

m
iisuido

水
道
検
針
業
務
・
水
道
料
金

滞
納
整
理
業
務
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
水

道
検
針
業
務
、
水
道
滞
納
整
理

業
務
の
民
間
委
託
業
者
が
昭
和

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
業
㈱
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
ご
家

庭
に
お
伺
い
す
る
際
に
は
、｢

業

務
委
託
従
事
者
証｣

を
携
帯
し

て
い
ま
す
。
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福
岡
県
南
広
域

　

水
道
企
業
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度

水
質
検
査
計
画
策
定

　

町
へ
水
道
用
水
を
供
給
し
て

い
る
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業

団
で
は
、
平
成
23
年
度
に
行
う

水
質
検
査
の
実
施
内
容
に
つ
い

て
定
め
た
「
平
成
23
年
度
水
質

検
査
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
三
井
水
道
企
業
団

及
び
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業

団
の
窓
口
、
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
南
広
域
水

道
企
業
団　

水
質
セ
ン
タ
ー

☎
２
７
・
１
５
６
３

FAX
２
７
・
１
７
９
５

http://w
w
w
.sfw

ater.or.jp/

各
種
相
談
・
就
労
支
援

 

子
ど
も
の
養
育
費
等
に

関
す
る
法
律
相
談

　

母
子
家
庭
の
養
育
費
や
金
銭

の
貸
借
問
題
な
ど
の
生
活
上
の

問
題
に
関
す
る
弁
護
士
に
よ
る

無
料
相
談
を
実
施
。

日
時

（
昼
間
の
部
）
午
後
１
時
～
３
時

４
月
６
日
（
水
）
６
月
１
日
（
水
）

（
夜
間
の
部
）
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分

４
月
13
日
・
27
日
、
５
月
11
日
・

25
日
、
６
月
８
日
・
22
日
の
水

曜
日

会
場　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
（
先

着
順
１
日
４
人
、
相
談
時
間
は

30
分
程
度
）。

申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
会

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２

平
日
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
支
援

　

町
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母

さ
ん
（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）

を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
就
労
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
４
月
か
ら

日
曜
日
も
実
施
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

養
育
費
の
電
話
相
談

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
又
は

離
婚
協
議
中
の
方
を
対
象
に
養

育
費
の
電
話
相
談
業
務
を
実
施
。

受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
～

午
後
４
時

問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

く
る
め
パ
ー
ト
バ
ン
ク

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

４
月
１
日
（
金
）、く
る
め
パ
ー

ト
バ
ン
ク
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
久

留
米
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
へ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

お
子
様
と
一
緒
に
ご
利
用
で
き

る
環
境
整
備
に
加
え
、
女
性
の

就
職
支
援
を
目
的
と
し
た
施
設

で
す
。

問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
久

留
米
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

☎
３
１
・
９
１
７
７

「
遺
言
の
日
」無

料
法
律
相
談

　

４
月
15
日
は
「
遺
言
の
日
」

で
す
。
遺
言
の
作
成
や
相
続
に

際
し
て
の
ト
ラ
ブ
ル
等
、
遺
言
・

相
続
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

弁
護
士
が
無
料
で
面
談
相
談
に

応
じ
ま
す
。
要
予
約
。

日
時　

４
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

（
１
人
30
分
程
度
・
定
員
30
名
）

会
場
・
問
合
せ
先

　

福
岡
県
弁
護
士
会

☎
０
９
２
・
７
４
１
・
３
２
０
８

司
法
書
士
に
よ
る
交
通
事
故

物
損
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談

相
談
日　

４
月
９
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
内
容　

修
理
代
の
範
囲
、

過
失
割
合
な
ど
交
通
事
故
の
物

損
ト
ラ
ブ
ル　

※
相
談
無
料

相
談
電
話
番
号

☎
０
９
２･

７
２
２･

４
１
３
１

主
催　

福
岡
県
司
法
書
士
会

試
験
・
資
格
・
職
業
訓
練

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

時間 会場 申込先

4月11日(月) 午前10時30分～午後０時30分
午後１時～４時 久留米法律相談センター 久留米法律相談センター

☎ 30-0144
4月13日(水) 午後１時～３時30分 うきは法律相談センター

4月14日(木) 午後１時～４時 法務局久留米支局 法務局久留米支局
☎ 39-2121

4月15日(金) 午後１時～４時 法テラス久留米相談所 法テラス福岡
☎ 050-3383-5501　☎ 050-3383-5502

4月21日(木) 午後１時～４時 法務局朝倉支局 法務局朝倉支局
☎ 0946-22-2455

予約開始日　４月１日(金)　※離婚・相続・金銭トラブル等、どのような相談でも可。予約制(先着順)で相談時間は１人30分。
問合せ先　法テラス福岡民事法律扶助係　☎050-3383-5502

｢法テラスの日｣ 無料法律相談　　※相談無料・秘密厳守
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日
時　

６
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

会
場　

久
留
米
大
学
御
井
学
舎

試
験
種
類
及
び
受
験
料

甲
種　
　
　

５
，
０
０
０
円

乙
種
全
類　

３
，
４
０
０
円

受
付
期
間
・
申
請
先

【
書
面
申
請
】

４
月
18
日（
月
）～
５
月
２
日（
月
）

消
印
ま
で

〒
８
１
２
・
０
０
３
４

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１
番

15
号　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
福
岡
県
支
部

【
電
子
申
請
】

４
月
15
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp

※
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書

は
各
消
防
署
及
び
各
出
張
所
で

準
備

問
合
せ
先　

㈶
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支
部

☎
０
９
２
・
２
８
２
・
２
４
２
１

FAX
０
９
２
・
２
８
２
・
２
４
２
２

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

○
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ

種
試
験

○
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用

Ⅰ
種
試
験

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

～
15
日
（
金
）

１
次
試
験
日　

５
月
29
日
（
日
）

受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

※
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書

は
最
寄
り
の
裁
判
所
で
配
付

問
合
せ
先　

福
岡
地
方
裁
判
所

事
務
局
人
事
課

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
３
１
４
１

又
は
、
最
高
裁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w
w
.courts.go.jp/

平
成
23
年
度
潜
在
看
護
師

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

対
象
者　

看
護
職
の
免
許
所
有

者
で
現
在
看
護
業
務
に
つ
い
て

い
な
い
者
の
う
ち
、
就
業
希
望

者研
修
コ
ー
ス/

日
程

【
基
礎
コ
ー
ス
】

講
義
・
演
習
４
日
間
、
実
習
１

日
間/

６
月
21
日
（
火
）
～
30
日

（
木
）
の
う
ち
５
日
間

【
職
場
復
帰
実
践
コ
ー
ス
】

基
礎
コ
ー
ス
受
講
後
、
県
内
医

療
機
関
に
就
職
し
、
実
地
指
導

を
受
け
る/

８
月
26
日
（
金
）
～

77
日
間

※
定
員　

各
１
２
０
名
・
受
講

無
料

申
込
方
法　

郵
送
ま
た
は
FAX
で

希
望
コ
ー
ス
・
氏
名
・
年
齢
・

免
許
資
格
・
〒
住
所
・
電
話
番
号
・

経
験
年
数
・
離
職
期
間
を
明
記

の
上
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

６
月
６
日
（
月
）

申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

〒
８
１
２
・
０
０
５
４

福
岡
市
東
区
馬
出
４
丁
目
10
番

１
号　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１

FAX
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
３

母
子
家
庭
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

初
級（
夜
間
）講
習
会

日
時　

５
月
17
日
（
火
）
～
27

日
（
金
）
の
平
日
夜
間
８
日
間

午
後
６
時
～
午
後
９
時　

１
日
３
時
間
（
全
24
時
間
）

会
場　

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

対
象
者　

県
内
在
住
の
母
子
家

庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で
、
求
職

あ
る
い
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る

方
。
講
習
会
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

受
講
料　

無
料
（
但
し
、
テ
キ

ス
ト
代
と
し
て
３
千
円
程
度
自

己
負
担
）

定
員　

20
名
（
定
員
オ
ー
バ
ー

の
場
合
抽
選
、
応
募
数
半
数
以

下
は
中
止
の
場
合
あ
り
）

託
児　

事
前
予
約
制
（
１
才
～

就
学
前
の
こ
ど
も
）

申
込
締
切

　

４
月
20
日
（
水
）
必
着

問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
寡
婦

連
合
会　

母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

職
業
訓
練
生
募
集

コ
ー
ス
名/

日
時/

受
講
料/

内
容/

対
象
者

①
は
じ
め
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン/

５
月
14
日
（
土
） 

午

後
１
時
～
５
時/

２
，
５
０
０

円/

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基

本 /

文
字
入
力
が
で
き
る
方

②
家
庭
で
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
テ

ク
ニ
ッ
ク/

５
月
20
日
～

７
月
８
日
の
毎
週
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午/

１
万
６
千
円/

ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
・
デ
ジ
カ
メ
の
利
用

法/

初
心
者

③
は
じ
め
て
のJW

-C
A
D
/

４

月
23
日
～
７
月
30
日
の
毎
週

土
曜
日　

午
後
６
時
～
９
時

/

３
万
６
千
円/

建
築
図
面
作

成
の
基
本/

パ
ソ
コ
ン
経
験

者
定
員　

い
ず
れ
も
先
着
19
名

会
場
・
申
込
・
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

☎
４
４
・
５
２
０
１

FAX
４
３
・
２
９
６
４

訓
練
生
募
集

①
介
護
職
員
基
礎
研
修
科
１
期

　

６
か
月
課
程
・
定
員
20
名

②
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
科

　

６
か
月
課
程
・
定
員
15
名

③
Ｏ
Ａ
簿
記
会
計
科
Ⅰ
期

　

４
か
月
課
程
・
定
員
20
名

対
象
者　

離
転
職
者
で
転
職
・

再
就
職
を
希
望
す
る
人

募
集
期
間

４
月
１
日
（
金
）
～
28
日
（
木
）

試
験
日　
（
筆
記
試
験
・
面
接
）

①
５
月
11
日
（
水
）

②
５
月
12
日
（
木
）　

③
５
月
13
日
（
金
）

経
費　

受
験
料
及
び
授
業
料
は

無
料
。
入
校
時
に
教
科
書
代
等

の
経
費
が
必
要
。

応
募
書
類　

願
書
は
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
配

付問
合
せ
先　

福
岡
県
立
久
留
米

21 H23.4 広報たちあらい



高
等
技
術
専
門
校☎

３
２
・
８
７
９
５

募
集

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

県
の
施
策
・
制
度
な
ど
に
つ

い
て
、
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い

た
だ
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
18

歳
以
上
の
人
。
議
員
、
公
務
員
、

平
成
21
・
22
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
を
除
く
。

任
期　

６
月
下
旬
～

平
成
24
年
３
月
31
日

内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答（
３

回
程
度
）、
県
政
へ
の
提
案
（
ご

意
見
が
あ
る
方
、
随
時
）

募
集
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

～
５
月
31
日
（
火
）

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
は

が
き
は
市
町
村
窓
口
、
県
総
合

庁
舎
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
観

光
情
報
ひ
ろ
ば
等
で
配
布
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
県
民
情
報

広
報
課
広
聴
係

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
０
３

優
良
運
転
者
表
彰
の申

請
受
付

①　

九
州
管
区
警
察
局
長
・
九
州

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

②　

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長

表
彰

③　

県
警
察
本
部
長
・
県
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

申
請
資
格

申
請
期
限　

①
・
②　

４
月
11

日
（
月
）
～
５
月
９
日
（
月
）、

③
５
月
10
日
（
火
）
～
６
月
20

日
（
月
）

必
要
書
類　
（
１
）
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
「
無

事
故
無
違
反
証
明
書
」、（
２
）
運

転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
、（
３
）
過

去
の
表
彰
状
の
写
（
直
前
受
賞

の
１
回
の
み
）

問
合
せ
先　
　

　

小
郡
警
察
署
交
通
課

☎
７
３
・
０
１
１
０

緑
化
講
習
会
受
講
者
募
集

内
容　

春
の
草
花
の
寄
せ
植
え

（
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
づ
く
り
）

日
時　

・
４
月
24
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
５
月
８
日
（
日
）

１
回
目　

午
前
10
時
～
正
午

２
回
目　

午
後
１
時
～
３
時

（
５
月
８
日
は
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
行
事
）

参
加
費　

３
千
円
（
材
料
費
）

定
員　

各
30
名
（
申
込
先
着
順
）

受
付
開
始
日　

４
月
10
日
（
日
）

申
込
方
法　

電
話
か
FAX

会
場
・
申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

FAX
０
９
４
３
・
７
２
・
１
５
５
８

催
し
物

甘
木
鉄
道
25
周
年記念

イ
ベ
ン
ト

期
間　

４
月
１
日
（
金
）
～

10
日
（
日
）

内
容　

回
顧
写
真
展
、
試
乗
券

限
定
発
売
、
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど

問
合
せ
先　

甘
木
鉄
道
株
式
会
社
総
務
営
業
部

☎
０
９
４
６
・
２
３
・
１
１
１
１

４
月
は

　

未
成
年
者
飲
酒
防
止

強
調
月
間
で
す

（
お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
）

久
留
米
税
務
署

お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
ち
あ
ら
い
３
月
号
に
間

違
い
が
あ
り
ま
し
た

２
ペ
ー
ジ
表
の
中
の
人
件
費

誤　

Ｈ
23
年
度
人
件
費
見
込
み

　
　

▲
５
，
２
０
０
万
円

正　

Ｈ
23
年
度
人
件
費
見
込
み

　
　

▲
１
億
２
０
０
万
円

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問合せ先 企画財政課　企画係　☎ 77-0173（内線 112）

大刀洗町の人口　15,285 人、世帯数 4,716（速報値）

　２月 22 日、県が公表した平成 22 年国勢調査速報値によると、町の人口は前回平成 17 年調査の 15,400 人か

ら115人（0.75％）減、世帯数は4,439から277（6.24％）増でした。県全体では前回調査より22,896人（0.45％）

増の 5,072,804 人で、筑後地域では 22,849 人（2.67％）減の 833,218 人となっています。

　調査結果は、衆議院議員選挙区確定や地方交付税の算定基準、防災計画、将来人口の推計などに広く活用され

ます。調査へのご協力ありがとうございまじた。

① ② ③

運転従事歴 継続15年 継続10年 継続10年

自己責任によ
る事故のない

期間
20年以上 10年以上 10年以上

交通違反その
他罰金刑以上
の犯罪行為の

ない期間

10年以上 5年以上 10年以上

表彰受賞歴 ②を受賞して
いること

③を受賞して
いること

警察署長・地区
交通安全協会長
連名表彰受賞者
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長
野
水
神
社
春
の
大
祭

期
日　

４
月
８
日
（
金
） 

会
場　

う
き
は
市
吉
井
町
の

長
野
水
神
社

　

大
石
・
長
野
水
道
を
作
っ
た

五
庄
屋
を
ま
つ
る
長
野
水
神
社

（
五
霊
社
）
は
、
桜
の
名
所
で
、

春
の
大
祭
で
は
、
浦
安
の
舞
が

奉
納
さ
れ
、
境
内
に
は
出
店
が

並
び
、
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ

ま
す
。 

問
合
せ
先　

う
き
は
市
観
光

協
会
吉
井
支
局

☎
０
９
４
３
・
７
６
・
３
９
８
０

FAX
０
９
４
３
・
７
６
・
４
０
３
９

春
の
大
川
木
工
ま
つ
り

２
０
１
１

期
間　

４
月
９
日
（
土
）
～

10
日
（
日
） 

時
間　

午
前
９
時
～

午
後
６
時

会
場　

大
川
産
業
会
館
ほ
か 

問
合
せ
先　

同
実
行
委
員
会

☎
０
９
４
４
・
８
７
・
２
０
９
０

FAX
０
９
４
４
・
８
８
・
２
０
０
４

持
木
地
区
の

た
け
の
こ
掘
り

期
日　

４
月
10
日
（
日
） 

会
場

う
き
は
市
妹
川　

持
木
区 

問
合
せ
先　

う
き
は
市
観
光

協
会
浮
羽
支
局

☎
０
９
４
３
・
７
７
・
５
６
１
１

FAX
０
９
４
３
・
７
７
・
５
６
８
７

浮
羽
お
く
ん
ち

期
日　

４
月
11
日
（
月
） 

会
場

う
き
は
市
山
北
の
賀
茂
神
社

　

６
０
０
年
以
上
続
く
大
祭

で
、市
指
定
無
形
文
化
財
の
振

毛
槍
、子
ど
も
楽
、神
輿
、稚
児

行
列
な
ど
が
時
代
絵
巻
の
よ
う

で
す
。境
内
に
は
、出
店
が
並
び

賑
わ
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

う
き
は
市
観
光

協
会
浮
羽
支
局

☎
０
９
４
３
・
７
７
・
５
６
１
１

FAX
０
９
４
３
・
７
７
・
５
６
８
７

久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー
チ

期
間　

４
月
16
日
（
土
）
～

17
日
（
日
） 

会
場

久
留
米
市
中
央
公
園
集
合

参
加
料　

大
人
１
，
５
０
０
円
（
２
千
円
）

小
学
生
～
高
校
生
７
０
０
円

（
千
円
）

※
４
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
申

込
を
し
た
場
合
。
か
っ
こ
内
は

当
日
料
金
。
参
加
料
は
２
日
間

で
も
１
日
だ
け
で
も
同
額
。 

問
合
せ
先　

同
実
行
委
員
会

☎
３
１
・
１
７
７
７

FAX
３
１
・
３
２
１
０

将
軍
藤
ま
つ
り

期
間　

４
月
16
日
（
土
）
～

５
月
５
日
（
木
・
祝
） 

会
場　

大
中
臣
神
社 

（
小
郡
市
福
童
）

○
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
「
端
間

駅
」
よ
り
徒
歩
約
５
分 

問
合
せ
先　

小
郡
市
観
光
協
会

☎
７
２
・
４
０
０
８

FAX
７
２
・
５
０
５
０

肥
後
街
道
宿
場
を
歩
く

期
間　

４
月
23
日
（
土
）
～

24
日
（
日
） 

時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
24
日
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場

大
川
市
小
保
・
榎
津
地
区 

メ
イ
ン
会
場　

旧
吉
原
家
住

宅
、
庄
分
酢
ほ
か 

問
合
せ
先　

旧
吉
原
家
住
宅

☎/

FAX 
０
９
４
４
・
８
６
・
８
３
３
３

一
の
瀬
焼
春
の
陶
器
祭
り

期
間　

４
月
29
日
（
金
・
祝
）

～
５
月
５
日
（
木
・
祝
） 

会
場

う
き
は
市
一
の
瀬
焼
窯
元 

問
合
せ
先

う
き
は
市
農
林
・
観
光
課

☎
０
９
４
３
・
７
５
・
４
９
７
５

FAX
０
９
４
３
・
７
５
・
３
１
１
４

エ
ツ
解
禁
と
感
謝
祭

日
時　

５
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
～

会
場　

エ
ツ
大
師
堂

（
久
留
米
市
城
島
町
）

　

毎
年
５
月
１
日
に
漁
が
解
禁

さ
れ
る
エ
ツ
は
、
日
本
で
唯
一

有
明
海
に
し
か
生
息
せ
ず
、
筑

後
川
下
流
域
で
し
か
味
わ
う
こ

と
が
で
き
な
い
貴
重
な
魚
で

す
。
漁
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願

し
、
エ
ツ
を
供
養
す
る
感
謝
祭

で
す
。

問
合
せ
先

エ
ツ
感
謝
祭
実
行
委
員
会

☎
６
４
・
３
６
４
９

FAX
６
４
・
４
８
５
０

ち
く
ご
路
か
わ
ら
版

︿
ち
く
ご
遊
学
﹀http://w

w
w
.kttnet.co.jp/kurum

e-koiki/
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平成 23年度　中央公民館講座

いつでも･だれでも･･･生涯学習

 

１ 活動内容  私たちの郷土（歴史､ 地理､ 風俗､ 風土等）に関
することを学習します 

２ 参加対象 郷土や歴史に興味のある方
３ 学 習 日 毎月 第２･ ４火曜日
４ 時　　間 午前９時 30 分～午前 11 時 30 分

１ 活動内容 学習を通して、子育て情報交換をしましょう
 例：学習会「子どもの人権」・高校視察
 　　婦人科医の講話 ( 思春期の性 ･ 更年期 ) 他
２ 参加対象 小 ･ 中学生を持つ保護者
３ 会　　場 中央公民館 他　

１ 内　　容 ・一般教養（健康づくり､人権､福祉､環境､歴史 等）
 ・趣味､ 特技 （手芸､ 陶芸､ 料理､ スポーツ 等）
 ・視察学習　・仲間づくり
２ 参加対象 一般女性
３ 定　　員 各学級 10 ～ 30 名
４ 会　　場 大堰婦人学級(新設) ：憩いの園大堰交流センター
 本郷婦人学級：ふれあいセンター
 大刀洗婦人学級 ( 新設 ) ：南部コミュニティーセンター
 菊池婦人学級：就業改善センター
 菊池 (SAKURA 組 ) 婦人学級：就業改善センター

１ 内　　容
　 午 前（ 9:30 ～ 11:30）一般教養講座
　　　　  ( 町づくり､ 健康､ 生きがい作り、文学、歴史、視察学習 等 )

　 午 後（13:00 ～ 15:00）《希望者のみ》
　　　　３Ｂ体操
　　　　わかばサークル ( 絵手紙・折り紙・読み聞かせ ) 他
２ 参加対象 町内在住の 60 歳以上の方
３ 定　　員 100 名
４ 期　　日 5 ～ 11 月
 原則第１･ ３金曜日午前９時 30 分 ～
※各校区、送迎巡回バスあり

送迎バスについて詳しい資料を準備しています。

わかば大学(高齢者学級)
開講式 ５月６日(金)

Ａコース

Ｂコース

大堰、本郷方面

菊池、大刀洗方面

郷土史学級

『たっちねっとくらぶ』(家庭教育学級)

婦人学級

開講式 ５月 10日 ( 火 )

５月～３月  月１回程度

５月～３月  月１回開講

申込みにあたって
 ・ 申込みは、各自持参・郵送・電話・FAXで受け付けます。

 ･ ひとり何教室でも受講できます。

 ･ 受講申込者が、少数の場合は開講しないこともあります。

※活動の詳しい内容をお尋ねになりたい方は、教育委員会生涯学

習課までご連絡ください。

申込締切

４月８日（金曜日）必着

申込・問合せ先

大刀洗町教育委員会 生涯学習課
☎ ７７－２６７０・FAX ７７－２７２０
※大刀洗町のホームページにも掲載しております。
　http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp

１ 活動内容　
  月に 1 回 2 時間、お子さんを隣の部屋の託児ス

タッフに預けて、自分のための時間を楽しみま
しょう。（親子での活動もあります）
例：シェイプアップ体操・陶芸・育歯のお話

料理教室、講話 ( 子育てアドバイザー・婦人
科医師 ) 他

２ 参加対象 ０才～５才児を持つ親及び祖父母
３ 託児 ( 無料 ) あり

◆全学年向け（小学校１～６年生）
 遊びを通し、科学 ･ 文化 ･ スポーツにチャレンジ
 １ 期　日 毎月第２土曜日
 ２ 時　間 午前：９時頃～正午
  午後：昼食後～午後３時 30 分頃まで
 ３ 定　員 60 名
◆高学年向け（小学校４～６年生）
 チャレンジキャンプ ･ 久住登山など、

少しハードなチャレンジ体験を希望する人
 １ 期　日 毎月第４土曜日
 ２ 時　間 午前：９時頃～正午
  午後：昼食後～午後３時 30 分頃まで
 ３ 定　員 40 名

※全学年 ･ 高学年両方に参加できます
※活動費として開講式時に各 300 円いただきます。また、学習内容によ

り、教材費 ( 実費 ) をいただきます

乳幼児学級

子どもチャレンジ教室

５月～３月  月１回開講

《学校外活動》
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問合せ先 大刀洗町選挙管理委員会　☎ 77-0171（内線 106）

問合せ先 大堰交流センター　☎ 23-2014

大堰の地域づくりについて

地域づくり
通信
Vol.6

よかまちちょいと
昨年12月13日「よりよい大堰にするために」をテーマに開催しました。

１月24日｢自然、歴史・伝統、憩いの場、交通｣とテーマ別に話し合いました。

この第１回・第２回の意見をもとに、準備・企画委員会議を開催し、
たくさんの課題の中から、ホタルの育成に取り組みながら、組織の連携を進めることになりました。
３月３日「ホタルを通して地域がつながるには」がテーマの話し合いでは…

という
結果になりました。

等の意見がでました。

第１位
第２位
第３位

自然（田園、ホタル、床島堰）
伝統・歴史（田植えおどり・大堰神社） 
人情（つきあい、人間関係）     

ベストオブ良いところ・残したいところ

自然（ホタルの育成、自然を生かしたPR）
伝統・歴史（どうごもり、水神さん、芋めいげつ、左義長）
憩いの場（年寄りと子供の交流、子供の広場、ミニ図書館）
交通（利用のアンケート、きめ細かなルート、買物等支援）

整備（河川の清掃、ホタルの飛ぶ環境、ゴヒナの棲む環境）
育成（ゴヒナをどこでどう育てる、ホタルの生息環境調査）
イベント（作文、書道コンテスト、ホタル文庫、夏祭りにホタルのイベント）等

多くの意見がでましたので、４月から計画実施
についての実行組織づくりを進めます。校区の
皆さんの参加協力お願いします。

第１位
第２位
第３位

憩いの場（子供の遊び場、勉強の場、婚活の場）
交通（バス、巡回バス、コミュニティバス）
その他（有線放送、物産展、おさよの人柱の碑）

ベストオブあったらいいな

第１回ワークショップ

第２回ワークショップ

第３回ワークショップ

▼時　間
▼必要なもの

▼時　間
▼会　場
▼必要なもの

▼年齢が満 20 歳以上の人（平成３年４月 11 日までに生まれた人）
▼大刀洗町に転入の届出をした日から引き続き３ヶ月以上大刀洗町の住民基本

台帳に記載されている人（平成22年12月23日までに転入の届出をした人）

※入場券裏面の「宣誓書」を記入してご持参いただくと、受付がスムーズに済みます。

午前７時 ～ 午後８時
投票所入場券（ハガキ）

午前８時30分～午後８時（土・日曜日も同様）
ぬくもりの館大刀洗（大刀洗町役場東側）　Ａ・Ｂ会議室
投票所入場券（未着の場合は本人であることが証明できるもの）

※大刀洗町の選挙人名簿に登録されている人が、引き続き福岡県内の他の市町村に一回だけ住所を移し、
新住所地の選挙人名簿に登録されていない場合でも投票することができます。この場合、転出先の市区
町村長の証明が必要になります。

No. 会　場

第１ 憩いの園大堰交流センター

第２ ふれあいセンター

第３ 南部コミュニティーセンター

第４ 就業改善センター

25 H23.4 広報たちあらい

４月10日（日）は
福岡県知事選挙と福岡県議会議員一般選挙の投票日です

★投票所★投票できる人

★期日前投票・不在者投票
　仕事、冠婚葬祭、旅行など何らかの用事により、投票日（４月10 日）に投票所へ行くことができない人は、
３月25 日（金）～４月９日（土）に期日前投票・不在者投票をすることができます。

～20歳以上のあなたは持っている人です～



地
域

行
政

今回のテーマは「審議会等の女性登用率 30％を目指して」です。参加者は町内の教育委員・民生委員や審議会・協
議会に在籍されている女性委員の方やまちづくりに興味のある方に集まっていただきました。難しいテーマですが、さ
まざまな意見がワークショップを通じて出てきて、いろいろなヒントやアイデアをいただくことができました。ありが
とうございます。

今回も女性登用を進めるうえで大変貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。女性登用については、女性の登
用により、女性の意見を政治に反映していくことにあると考えております。そして、最終的には大刀洗町の男女が互いの人
権を尊重しつつ、責任も分かち合い性別に係わりなく、その個性と能力を発揮することの出来るまちづくりを目指します。

行政の各役職や審議会・協議会等の委員の役割などが充分に知られていないことに驚いています。この委員等の仕事の内
容や役割等の啓発活動を進めながら、登用拡大を図ります。　

町長よりコメント

担当課よりコメント

・時間に余裕がない
・周囲 ( 家庭 ) などの理解がない
・男女共同参画に対する意識が低い
・女性の意見を発言する場がない
・女性の人材が発掘されていない

・人材バンクなど登録制にする
・社会をリードする人材養成所とし「大刀洗予備校」をつくる
・女性だけのワークショップを開催する
・年齢の垣根を越え、女性の意識向上のための「女性会議」を

つくる
・男女共同参画の講演会などを開催して、啓発に努める

・女性が委員会などに参加する意識が低い
・委員会に参加する自信がない
・女性が参画する環境が整っていない
・委員会の仕事の内容が分からない。また、好んでいくよう

な場所ではない
・「役員は男」というような意識になっている

・講演会に知り合いなどを誘って参加し、勉強をする
・男性に家事を教えるなどして、家庭の中の役割分担

を見直す
・人材バンクに登録する

・校区センター等で講座を開く
・女性の組織を地域で立ち上げる (女性会議 )
・多くの方が参加できるように呼びかけしていく
・若い人を育てていく

・女性会議にアドバイザー的な役割で参加する
・小さい単位でのワークショップを行う
・講演会や学習会などで勉強する機会をつくる
・人材発掘のネットワークを張っておく
・子育ての環境を整える

・委員会の役を引き受ける
・最初は委員ではなく、補佐として参加してみる

・日頃から女性の人材にアンテナをはっておき、地域から推薦
するようにする

・子育て中の女性も参加できるように地域で子どもをみてあげる
・地域集会を開き、それぞれの委員の仕事の内容などの情報交

換を行う

・広報などを活用する
・集いの場としての場所を提供する
・管理職の登用を行う
・どんな会でどんな目的などの情報を公開する
・子育ての環境を整える
・委員会に参加しやすいように時間を調整する

・委員としての役割をもっと町民に知らせる
・委員会に参加した際に、意見が言いやすいような環境づくり
・女性が参加したことによって、成果がどのように上がったか

というのを示す
・委員の女性の定数を決める
・まずは一本釣りをして、女性委員を増やす
・会議の時間を調整する

第４回 マニフェストワークショップを開催しました

「審議会等の女性登用率 30％を目指して」
１月25日（火）

私

女性の割合（登用）が少ないのは何故？？

解決策としては… 解決策としては…

それぞれの立場で何が出来るのか？ それぞれの立場で何が出来るのか？

人材・環境についての課題 委員会についての課題

問合せ先 総務課総務秘書係　☎ 77-0171（内線 103）
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この事業は、大刀洗町のいいところをみんなで考えていこうという事業です。

よかまちカフェでは、コーヒー片手に、落書き自由のテーブルを囲みます。

毎回新しい参加者の方々も加わり、和気あいあいと語り合い、アイデアを出し、

つなぎあって形にしていく、新しいスタイルの会です。

腕組みをしてしかめ面でうなっていても、楽しいアイデアはでてきませんね！

ということで毎回ゆる楽しく、でも確実に進んできています。

あなたも「よかまち大刀洗」を語り合う「よかまちカフェ」にぜひ参加して

みませんか？

さて、第４回となった今回のテーマは、前回のキーワードとして浮上した

私が考える「大刀洗定食」について語ろう

ここで重要なことは、「定食を作る」や「メニューを考える」ということではなく、

そこで、「大刀洗定食 +○○」いろんなテーマに分かれて語り合っていきました。
「○○」の中に入るキーワードは

①若い世帯の参加 ②健康づくり ③高齢者 ④小中学生 ⑤商店の活性化　など。
参加者の方は自分が話したいテーマのテーブルへ移動して、語り合います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「配食サービスに大刀洗定食があったらいいな」
「給食で大刀洗定食がでたら面白かろうね」
「若い人と大先輩では献立が違うっちゃない？」
「給食っていいね。年代別思い出の給食とか？」
「各世代給食再現プロジェクトってのはどう？」

「つけものがおいしいけん、漬物研究もいいね」
「定食だけじゃなくても、バーガーもいいね」
「集落を販売してまわったら？」
「一人暮らしの方々の見守りにもなるね」
「軽トラ市場」もよかねえ。

いよいよ具体化してきました。
皆さんが考える「大刀洗定食」とはどんなものでしょう？
ぜひアイデアを投じにお越しください。

「大刀洗定食」を通じて地域がつながること

地域雇用創造推進事業「よかまちカフェ」やってます

問合せ先 企画財政課地域づくり係　☎７７－０１７３( 内線１１２)
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行事予定表 4 月

日 月 火 水 木 金 土
3/27 28 29 30 31 4/1 2

本郷保育園入園式

3 4 5 6 7 8 9

大堰・大刀洗・菊池・
海の星保育園
入園式

心配ごと相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

３歳児健診
対象者：平成20年

2月～3月生
受付：午後1時15分～

2時15分
健康管理センター

中学校入学式

10 11 12 13 14 15 16

小学校入学式 １歳６か月児健診
対象者：平成21年

6月～7月生
受付：午後1時15分～

2時15分
健康管理センター

心配ごと・交通事故
相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

２才６か月児歯科
検診
対象者：平成20年
８月20日～10月生

受付：午後１時15分～
２時15分

健康管理センター

いじめや困りごと
相談
午前10時～午後３時
ぬくもりの館

分館対抗キック
ベースボール大会
午前8時～
運動公園

17 18 19 20 21 22 23

歩こう会 予防接種
(ポリオ投与)
受付：午後1時15分～

2時15分
健康管理センター

心配ごと・母子・寡婦・
障がい者相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

中央公民館サークル
開講式
午後7時30分～
中央公民館大ホール

チャレンジ教室合同
開講式
午前9時30分～
中央公民館大ホール

24 25 26 27 28 29 30

心配ごと・行政相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

昭和の日

医療機関名 住所・電話番号・FAX
小郡三井医師会休日診療センター 小郡市上岩田1246	 ☎ 72－5534　FAX73－1559
嶋 田 病 院 小郡市小郡217－1	 ☎ 72－2236　FAX73－3313
丸 山 病 院 小郡市山隈273-11	 ☎ 73－0011　FAX73－0014
と き え だ ク リ ニ ッ ク 小郡市津古485-19　	 ☎ 75－8828　FAX75－8828

小郡三井医師会　4月日曜祝日当番医
月　日 医療機関名（診療科）

４月３日（日）
小郡三井医師会休日診療センター（内科）　
丸山病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）　　

４月１０日（日） 小郡三井医師会休日診療センター（内科）　嶋田病院（内科・外科）

４月１７日（日）
小郡三井医師会休日診療センター（内科）　
丸山病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）

４月２４日（日）
小郡三井医師会休日診療センター（内科）　
嶋田病院（内科・外科）　ときえだクリニック（小児科）　

４月２９日（金・祝） 小郡三井医師会休日診療センター（内科）　嶋田病院（内科・外科）
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～ライフ･イズ・モーション
「生きていることは、動いていること」～

「生きていることは、動いていること」というアリスト
テレスの言葉がありますが、体を動かすこと、また、自

然や絵、俳句、歌、映画などで心も動かすことも大切です。

いくつの形容詞が思い浮かびましたか？感性をもって生活の中で心を
動かすことが、認知症の予防にもなります。

いくつになっても体も心も動かし、「生きがい」を持って、それを達成
するために日々、工夫することが大切です。

武藤先生の健康づくりのお話⑤ こちら
包括支援センターです

在宅介護、介護保険、悪徳商
法、借金、成年後見制度など、
生活の相談を専門職員が受け
付けます。電話、匿名でも相
談可能です。相談無料、秘密
厳守します。

会　場　健康福祉課
連絡先　☎ 77-6211
　　　　（内線 136）

例えば、桜を見て、いくつ形容詞が思い浮かびますか？
例）美しい、すがすがしい、温かい　　など

 ☎ 77-2266
FAX 77-3063

今年度のカレンダーできました！

3 月末に全戸配付しました ｢大刀洗町すくすくこどもの健康カレンダー｣ において町内医療機関の電話番号に
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
白石医院 ☎７７−０１９８　大刀洗診療所 ☎７７−０２２０　名取医院 ☎７７−０１２８　やなぎ医院 ☎７７−０８５８

受付時間　午後1時15分～2時15分

会　　場　健康管理センター ２階

健診を
うけましょう !平成 23年度　乳幼児健診日程

４～５か月児健診
( 事前通知はありません )

実施日 対象者

5月 24日 ( 火 ) H22.12 月生

7月 26日 ( 火 ) H23.1月～2月生

9月 27日 ( 火 ) H23.3 月～ 4月生

11月29日(火 ) H23.5月～ 6月生

…H24
1月 24日 ( 火 )

H23.7月～ 8月生

3月 27日 ( 火 ) H23.9 月～10月生

２歳６か月児歯科検診

実施日 対象者

6月16日 (木 ) H20.11月～H21.1月生

9月15日 (木 ) H21.2 月～ 4月生

12月15日(木) H21.5月～7月生

H24
3月15日 (木 )

H21.8 月～10月生

１０～１１か月児健診
( 事前通知はありません )

実施日 対象者

5月19日 (木 ) H22.6月～7月生

7月 21日 (木 ) H22.8 月～ 9月生

9月 22日 (木 ) H22.10 月～11月生

11月17日 (木 ) H22.12 月～H23.1月生

H24
1月12日 (木 )

H23.2 月～3月生

3月 22日 (木 ) H23.4 月～ 5月生

３歳児健診

実施日 対象者

4月7日 (木 ) H20.2 月～3月生

6月 2日 (木 ) H20.4 月～ 5月生

8月 4日 (木 ) H20.6月～7月生

10月 6日 (木 ) H20.8 月～ 9月生

12月 8日 (木 ) H20.10 月～11月生

H24
2月 2日 (木 )

H20.12 月～H21.1月生

１歳６か月児健診

実施日 対象者

4月12日 ( 火 ) H21.6月～7月生

6月14日 ( 火 ) H21.８月～10月生

8月16日 ( 火 ) H21.11月～12月生

10月11日(火 ) H22.1月～3月生

12月13日(火 ) H22.４月～５月生

H24
2月14日 ( 火 )

H22.6月～7月生

ポリオ（集団予防接種）

実施日 対象者

4月 20日 (水 )

３か月～
７歳６か月未満

6月 22日 (水 )

10月19日(水)

H24
2 月 22日 (水 )
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Shining　Flower!　希望を胸に花ひらけ！　2月25日(金)
本郷小6年生が陣屋川横の空き地に、卒業記念として桜の苗木を植樹し

ました。桜の苗木は、南本郷区長の佐田さんが地域のために何かできない
かと｢平成22年度緑の募金助成事業｣に申請し、その助成金で準備された
ものです。また、植樹には、陣屋川を守る会や地域の方、保護者の方にご
協力いただきました。

｢桜の木の寿命は長く、大人になってもずっと満開の桜をみることが出来
ると思います。｣と先生の話があり、児童は、スコップで穴を掘って植樹し、
最後に立看板の裏に卒業への想いを書き込みました。

MAYUMI里帰りジャズライブが開催されました　2月20日(日)
ヴォーカルの｢MAYUMI｣こと佐藤真由美さんは、上高橋出身のプロの

ジャズシンガーで、現在は福岡市を中心に、ライブや音楽教室で講師を務
めるなど精力的に活動されています。

この日は、スタンダードな曲に加え、｢りんご追分｣、｢見上げてごらん夜
の星を｣など、初めてジャズを聴く人
にも馴染みのある曲を含めた十数曲
を、持ち前のパワフルな歌声で歌い
上げ、満員の聴衆を魅了しました。

また、第２部では中学校の吹奏楽部が、バンドのメンバーから直接指導
を受け、一緒に演奏するという粋な計らいもあり、普段接することがない｢プ
ロのミュージシャン｣との交流を深めることが出来ました。

「踊り座」春日ミニデイで初公演　2月22日(火)
春日ミニデイのボランティア・坂田義男さんが、鳥栖を中心に活動してい

る演芸グループ「踊り座」の一員であることから今回の披露になりました。
“お客さんに笑ってもらうこと”がモットーのメンバーが、本格的な衣装

や化粧で役者になりきって「寿太鼓」や「天竜三度笠」などの演目を披露、
観客からは拍手やおひねりも飛び出し、会場はさながら芝居小屋のようで
した。

演芸会の最後は首をほぐす動きや手遊びを盛り込んだ歌と踊りで、観客も一緒に笑って踊って楽しみました。

春季早朝消防訓練　3月6日(日)午前7時
春の火災予防週間に併せて、役場庁舎に火災が発生し延焼中という想定

で、実践形式による各分団の機械員が消防ポンプ車で放水訓練を行いまし
た。

今回は、各分団の格納庫に集合し、無線指令により出動しました。火災現場
（役場駐車場）に到着順番で配置場所を三井消防署が指示し、水利の確保、
ポンプ車への中継等を迅速に行い短時間で放水を開始しました。また、夜間
時の対応として、発電機と投光器を用いて、目標とする火点照明を実施。

各分団とも、日頃の訓練成果を発揮し、ホースの延長から放水まで短時間で実施しました。
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中学生男子ソフトテニス　全国大会へ　3月26日(土)～30日(水)
大刀洗中男子ソフトテニス部の中から、鹿

か ご し ま

児嶋崇
た か と

渡くん・梅村拓也く

んが、全国大会出場の福岡県選抜選手に選ばれました。三重県で開催

の第26回ミズノカップ全国ジュニア選抜ソフトテニス大会に出場します。

宮崎・大分・長崎など、県外での練習も積み重ね、優勝目指してがんばり

たいと抱負を語ってくれました。

また、写真後方左から、鬼
お に き

気拓
た く み

海くん、鹿児嶋崇渡くん、井上寛
のりひさ

久く

ん、前方左から、服部陽
よ う た

汰くん、梅村拓也くん、青木翔くん、甲斐田正明

くん、池田剛
たけし

くんの8名が、第24回全国ジュニア王座決定ソフトテニス

大会に出場します。

ひな祭り祖父母参観
3月3日(木)　大堰保育園

午前中は、園児たちの踊りや合奏の発表を見てもらい、給食では、菜

の花ご飯・桃の花スープを一緒に、美味しくいただきました。

午後は、手遊びや肩たたき・ジャンケンあそびなどでふれ合い、折り紙

で作ったハート型のペンダントや手作りのお雛様・桜草をプレゼントしま

した。おじいちゃん、おばあちゃんと楽しいひな祭り会を過ごしました。

彩
あ や め

芽くんの生き方を学ぶ　3月14日(月)　大堰小2年生
｢ハートはあったかい｣という絵本があります。ポンペ病という難病を抱

えた吉田彩芽くんの身近にある小さな幸せを母の香澄さんが書いた絵

本です。

この絵本を道徳の時間に読み、彩芽くんに手紙を書いて送ったとこ

ろ、大堰小の児童に会いたいということで、遠く北海道から来られて交

流が実現しました。

香澄さんのお話では、以前は治療薬も無く病状が悪化するのを待つ

だけだったそうです。ところが、彩芽くんが自分の病気を理解できるよう

にと絵本を作ったところ、自分は治るという強い気持ちと、絵本を読んで応援のメッセージをもらうことで前向き

に過ごせるようになりました。すると、病気の進行を遅らせる薬ができ、病気とは思えないくらい元気になり、今ま

た新たな治療法が見つかりそうだということです。奇跡の連続が軌跡となって今こうしていられること、強く願って

行動に移すことが大事だと話されました。

左は特別養護老人ホーム聖母園、右は養護老人ホーム聖

母園に飾られていたお雛様です。左は職員の知り合いの方か

ら、右はホームに散髪ボランティアに来ていた美容師の方か

ら、随分前に寄贈されたものだそうです。毎年飾られていま

す。

養護老人ホームでは、入所者の方も一緒に飾りつけをした

り写真を撮ったり楽しみました。
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開館時間 ■４月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

4/1 2
3 4 5 6 7 8 9
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24 25 26 27 28 29 30

４
月
23
日(

土)

は

　

  

子
ど
も
読
書
の
日
で
す

新 刊 図 書 案 内

本
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

開
催
中
で
す

雑
誌
タ
イ
ト
ル
別
貸
出
ベ
ス
ト

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

■４月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■５月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

■６月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

■７月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

■８月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

■９月のカレンダー

土・日・祝は午前10時～午後５時
火・水・金は午前10時～午後６時
　　印は木曜、午前10時～午後７時
　　印は休館日です。

開
館
時
間

24
31

図書館
カレンダー

2011.4～
2011.9

（2011.4.1 現在）

９
月
ま
で
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
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「
子
育
て
講
座
」

ち
ゃ
お
ち
ゃ
お

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

日
時　

４
月
25
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

会
場　

中
央
公
民
館

 

（
第
１
研
修
室
）

広
場
「
ち
ゃ
お
」

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
友

だ
ち
と
遊
び
ま
す
。

４
月
の
親
子
あ
そ
び

こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
す
。

「
広
場
ぐ
る
り
ん
ぱ
」

（
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
）

日
時　

４
月
12
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

散
歩
（
大
刀
洗
町
公
園
）

親
子
で
元
気
に
歩
き
、
公
園

で
遊
び
ま
す
。

ち
ゃ
お
の
誕
生
会

日
時　

４
月
18
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜

４
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
し

ま
す
。

誕
生
者
に
は
誕
生
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」

日
時　

４
月
７
日（
木
）・
20
日（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
部
屋
（
り
す
ル
ー
ム
）
を
開

放
し
ま
す
。
親
子
で
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
都
合
に
よ
り
、
日
に
ち
の
変

更
が
あ
り
ま
す
。

託
児
ス
タ
ッ
フ
募
集

町
の
講
演
会
や
講
座
開
催
時

の
託
児
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。

報
償　

１
時
間
千
円
程
度

(

支
払
い
本
人
口
座
振
込
み)

時
間　

１
時
間
〜
３
時
間
程
度

内
容　

乳
幼
児
の
託
児

　
　
　

(

０
歳
〜
就
学
前)

申
込
方
法　

４
月
15
日(

金)

ま
で
に
電

話
で
申
込

申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
お

☎
７
７
・
５
０
１
９

日 月 火 水 木 金 土
1 2
ほっとタイム
( 栄養・子育て）

子育て支援
センター

3 4 5 6 7 8 9
広場ちゃお 広 場 ぐるりん ぱ

（大）
親子あそび 子育て相談

フリースペース
ベビーちゃお
( 生後６か月まで)

子育て支援
センター

10 11 12 13 14 15 16
広場ちゃお 広 場 ぐるりん ぱ

（就）
おはなし会 子育て相談 ほっとタイム

( 栄養・子育て）
園庭開放
大刀洗保育園

17 18 19 20 21 22 23
広場ちゃお
ちゃおの誕生会

広 場 ぐるりん ぱ
（南）

フリースペース 子育て相談 ベビーちゃお
( 生後６か月まで)

園庭開放
本郷保育園

24 25 26 27 28 29 30
子育て講座
フィットネス

広 場 ぐるりん ぱ
( ふ）

おはなし会 子育て相談 昭和の日 園庭開放
大堰保育園

4 月の行事予定

( 大 ) 大堰交流センター　( 就 ) 就業改善センター
( 南 ) 南部コミュニティセンター　　( ふ ) ふれあいセンター
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●申込先● 
3 歳までの赤ちゃんを紹介しています。お気軽に申し込んでください。
（締切は、前月の 10日まで）　　77-0101…企画財政課
※電子データでも受付けします。

平成21年4月9日生　A型平成22年4月26日生　Ｏ型平成20年4月9日生 平成22年4月16日生

平成22年4月10日生

平成21年4月14日生　B型

平成22年4月19日生

仲
な か

 希
の ぞ み

実ちゃん（山隈）中
な か の

野 寿
こ と さ

咲ちゃん（山隈）上
う え は た

畑 俊
しゅん

くん（山隈） 楠
く す

 樹
じ ゅ り あ

莉亜ちゃん（北鵜木）

山
や ま だ

田 結
ゆ な

菜ちゃん（春日）

塩
し お や

屋 文
あ や さ

彩ちゃん（東本郷）

堀
ほ り え

江 彩
い ろ は

羽ちゃん（鳥飼）

★好きな人　じぃじ、ばぁば
★チャームポイント　おめめ

★好きな食べ物　いちご
★好きな人　せい兄ちゃん

★好きな食べ物　ウインナー
★好きな人　パパ・ママ

★チャームポイント　笑顔
★特技　お尻をふりふりダンス

★好きな人　ゆいお姉ちゃん
★特技　ばいばい

★チャームポイント　あやスマイル
★特技　高い所に登ること

★好きな食べ物　いちご
★チャームポイント　笑顔

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

山
口
　
博
昭
（
冨
多
）

	

亡
父
　
山
口
　
九
州
男

棚
町
　
忠
志
（
高
樋
）

	

亡
母
　
棚
町
　
マ
ツ
ヨ

辻
　
ハ
ル
ミ
（
春
日
）

	

亡
夫
　
辻
　
秀
次	

秋
吉
　
純
一
（
守
部
）

	

亡
母
　
秋
吉
　
シ
ツ
カ

田
原
　
政
吉
（
高
樋
）

	

亡
母
　
田
原
　
モ
リ
ヨ

田
中
　
恵
美
子
（
福
岡
市
）

	

亡
母
　
田
平
　
静
香

前
田
　
ユ
リ
子
（
栄
田
）

	

亡
母
　
前
田
　
シ
ヅ
ヱ

林
田
　
康
夫
（
北
鵜
木
）

	

亡
妻
　
林
田
　
ハ
ル
カ

堀
内
　
美
代
子
（
下
高
橋
）

	

亡
夫
　
堀
内
　
正
春

■
編
集
後
記

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
報

道
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。
何
か

支
援
で
き
な
い
か
と
、
役
場
に

も
多
数
の
問
合
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
方
の
「
普
段
の

生
活
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
だ
っ
た

か
分
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
、

１
日
も
早
く
復
興
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
㊍

午後７時まで（祝日を除く）

取り扱う業務（担当課）
住民票、戸籍、印鑑証明・登録、住民異動届、住基カー
ド、国民年金、国保、子ども手当、後期高齢者医療、
乳幼児・障がい者・ひとり親家庭等医療、ゴミ、飼
犬登録、転校手続（住民課）、母子手帳、障がい者、
保育園入退所、保育料納付（健康福祉課）、税・使
用料等納付（会計課）、下水道関係（建
設課）、町税納付相談（税務課）

問合せは各担当課まで

毎週木曜日窓口延長

午前8時 30分～午後5時15分

役場の開庁時間
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